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第 5節 土坑と出土遺物

本節では,調査した土坑185基のうち,整理の段階で遺構と判断し難い 4基と古墳の埋葬施設 3

基については除外し,178基のうち143基の上坑については土坑一覧表にまとめ,粘土貼り上坑21

基,底面に壁溝のある土坑12基,地下式坑 2基については別項として一覧表に整理した。なお,

地下式坑については文章でも解説した。
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表 9 土坑一覧表

働
|

SK 179
SK180

②
④

―-2ヱOm

SK 185

0               2m
SK 184

坑
号
土
番
位置 長軸 (径 )方向 平 面 形

規 模

壁 面 底面 出 土 遺 物 備 考 図版番号
帥溜×鰤溜 深 さ (cln)

1 A2f。 N-0° 不 整 円 形 0,96× 0_80 25-30 II 3 TM4と 重複 第356図

2 A3e2 N-47°一E 不整楕 円形 155× 110 1 TM4・ S13と 重複

3 A3e2 N-64°一W 不整楕円形 087× 0,72 3 TM4と 重複

4 B3b8 N-37°一W 長  方  形 352X153 3

5 N-76°一W 長  方  形 256× 154 ユ

7 C6g8 N-88° 一ヽ V 隅丸長方形 370× 1_58 45-55 土師 2 底面に3条の掘り込み 第357図

8 N-55°一E 長 方 形 2.93× 113 I 1 SD6と 重複
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土坑
番号

位置 長軸 (径 )方向 平 面 形

規 模
壁面 底面 出土遺物 備 考 図版番号

帥溜X帥慇 深 さ (cm)

9 A3i2 N-55° 一E 隅 丸 長 方 形 160× 127 43-47 II 3 騨者局駒,骨粉有 第 357図

D6b0 N-80° 一E 万 形 194× 182 17 1 埴輪 5
TMlと 重複
底から炭化物

11 D7h2 N-75°一E 長  方  形 2 70X1 50 1 TM16と 重複

12 D7g2 N-6げ ―E 長  方  形 182× 090 II l TM16と 重複

N-52°一W 不整隅丸長方形 065× 040 I 1 第358図

N-81°一Ⅵ「 長  方  形 297× 133 1

16 E7g8 N-89° 一E 不整楕円形 147× 123 1 土師 1,埴輪 2

N-2°一E 長  方  形 195× 100 I 1 SK18と 重複

F7f9 N-77° 一E 長  方  形 206× 150 I ユ SK23と 重複

F7g9 N-2° 一ヽ V 不 整 楕 円 形 258× 165 55-63 I 6 底面 に細い濤

N-53°一E 長方形 (推定 ) 145× 070 I 1 TM17と 重複 第359図

F7f9 N-26°―W 長  方  形 190× 137 I 1 SK19と 重複 第 358図

N-80°一E 隅 丸 長 方 形 217× 155 25-50 I 8 SD19と 重複 第 359図

F6J。 N-85° 一ヽ V 長  方  形 330× 187 45-60 I 6 SD21と 重複

F7c。 N-2° 一M「 長  方  形 242× 122 I 1 SD19と 重複

F7c9 N-61° ―E 長  方  形 153× 124 65-100 I 6 SD19と 重複

F7de N-17° 一W 楕  円  形 1 78× 1 46 I 1 土師3,石 1
SD22と 重複
下層中に灰

F7d9 N-18°一E 長  方  形 190× 098 40-65 I 6 SD22と 重複

N-89°一E 長  方  形 170X097 I 3 S129。 SD23と 重複 第360図

N-89°一E 方 形 135× 118 I ユ S129・ SD23と 重複

N-32°―E 不 整 楕 円 形 085× 070 H 2 銅製品 SD19と 重複

F7de N-14°一E 長  方  形 203× 150 I 1 土師 1,埴輪 1 底に灰有

N-25°一E 長  方  形 195× 173 | 1 S123・ SK35と 重複

N-0° 精  円 形 139× 121 I 1 S123,SK34・ 36と 重複

F8dl N-79° 一稲た 方 形 135× 126 I l S123・ SK35と 重複

F8c2 N-16° 一ヽ V 長  方  形 136× 100 I 1 石 1 SD22と 重複

F7d9 N-5°一M「 隅 丸 長 方 形 150× 0 I 1 SD22,SK28・ 29と重複

F8al N-88°一W 長  方  形 230× 177 35-85 I 6 SD21と 重複

F7bO N-7° 一E 長  方  形 215× 135 I 1 SD20と 重複 第 361図

C4hG N-4° 一W 長  方  形 340× 250 I l 土師16 第360図
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土坑
番号
位置 長軸(径 )方向 平 面 形

規 模

壁面 底面 出 上 遺 物 備 考 図版番号
長軸胆十
X短軸

|を十 深さ (cm)

C4j6 N-42° 一M「 橋  円  形 317× 163 2 土師 2 第361図

F7e8 N-34° 一W 長  方  形 277× 153 I 1
土師16,埴輪 1

陶器 1
壁は,ややオーバーバ
ング

F7d? N-79° 一E 長  方  形 122× 085 I 1 SK47,SD26と 重複

F7d7 N-82° 一E 長  方  形 165× 133 〔 1 SK46・ SD26と 重複

円 形 136× 130 I 1 陶器 1,古銭 1 SD26・ SK49と重複

N-65°一E 長  方  形 161× 0_45 I ユ SD26・ SK48と 重複

Clj8 N-2° 一E 楕  円 形 187× 159 16^ヤ 37 I
弥生3,上師 3
礫18

TM3と 重複

C5h7 N-14°一W 楕  円  形 708× 438 23^▼ 55 3 土師2,埴輪 2 TM13と 重複 第362図

C6b2 N-7° 一E 長  方  形 559× 213 I 1 石 1 SD27と 重複

C6b3 円 形 140× 137 2
弥生1,土師 1

埴輪 1
SD27と 重複 第 361図

B5b7 N-13°一W 長  方  形 397× 192 13 7 I 6 第 363図

B5e7 N-84°一W 長  方  形 327× 218 I 1 土師12

不  定  形 087× 087 3 土師 ユ S134と重複 第362図

A211 円 形 337× 306 33-50 I 3
弥生7,土師 4

剣片 1
焼上,小ピット多,弥
生時代か

第363図

A3b3 円 形 194× 180 I 1 弥生 6 炭化物有 現代の穴か

A3c2 N-20°一MI 長  方  形 200× 145 1 書菅農肩辱蘊諷鶴?容 第 364区
A4i4 N-3° 一覇′ 長  方  形 105× 0,76 I 1

TM8と 重複 現代の
穴か

A2d7 N-2° ―W 長  方  形 237X100 1 〕 籍輔 あ
S11と 重複 古墳時
代後期の墓墳か

Bllj N-70°一部「 長  方  形 166× 102 V 3
S181と 重複,現代の六
か

C10b6 N-85°一ll 長  方  形 370× 095 I 1 S162と重複

B12ie 円 形 097× 082 15 Ⅲ 2
S147と 重複 ,現代 の穴
か

Cllj7 N-76°一W 隅 丸 長 方 形 227× 122 I 1 土師 8 TM25と 重複

Cll」 7 N-82° 一W 隅 丸 長 方 形 165× 100 I 3 弥生 1,土師 2 TM25と 重複

71 ClljG N-87° 一E 隅 丸 長 方 形 1 67× 1 25 II TM25と 重複

73B Dlla2 N-15° 一E 隅 丸 長 方 形 117× 110 II 6 S193と重複 第365図

Cllj8 N-64° 一W 隅 丸 長 方 形 I 1
弥生 1,上師20,

石 1
TM25と 重複

Cll'8 N-10° 一E 隅 丸 長 方 形 195× 130 I 3 TM25と 重複

C10i2 N-8° 一E 長  方  形 197× 143 【 1
弥生3,上師 J
内耳 2

TM23・ SK77と 重複

77 Clω 2 N-85° 一ヽ V 長  方  形 110× 073 I 1 TM23・ SK76と重複 〃

Clll」 l N-8° 一E 隅 丸 方 形 263× 238 I 1
生

９

弥

石

1,上師21, TM23と 重複 中世の
墓墳か
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土坑
番号
位置 長軸 (径 )方向 平 面 形

規 模

璧面 底面 出 土 遺 物 備 考 図版番号

鰤溜X鰤溜 深 さ (cln)

C9iO N-26°一W 隅 丸 長 方 形 240× 210 IV 1
土師12,内耳17,

上師質 1

TM23。 SK87と 重複
壁 は一部 オーバ ーハ ン
グ

第365図

C7g8 N-78°一W 隅 丸 長 方 形 214× 142 I 1 TM23と 重複 第 366図

C9gB N-83° 一M「 長  方 形 245× 105 I ユ TM23と重複

C9h7 N-83° 一E 方 形 127× 110 I 1 TM23,SK83と 重複

C9hタ N-82° 一ヽ V 長 方 形 156× 110 I 1 TM23・ SK82と 重複

Clla N-78°―W 楕  円  形 217× 170 I 1
弥生 3,上師 3

鉄片 1 承讐聾得木灰(もみ

C12a2 N-60°一W 隅 丸 方 形 178× 155 II 1 上師16,高不 2

C10il N-43° 一WV 長  方  形 295× 143 I 1 土師 6,内耳 3 TM23・ SK79と 重榎

C12el 円 形 145× 137 ::!::ぢ ;:」彗:|,最夢系,象を隻
けている

第367図

C10d2 N-15°一E 長  方  形 270× 210 I と
弥生 1,上師 14,

石 1

C10d2 N-15°一E 長  方  形 250× 140 I 1

C10al N-19°一E 長  方  形 165× 107 45-52 II 3 土師 9 S174と 重複

C10al N-5°―E 隅 丸 長 方 形 145× 105 13-20 3 土師 4 S174と 重複

C10al N-1° 一ヽ V 長  方  形 170× 1 17 I 1 S174と 重複

C10al N-35°一E 長 方 形 140× 110 1 土師 2 S174と 重複

B10'2 N-30°―E 長  方 形 130× 105 13 3 土師 2 S174と 重複

C10b2 N-5° 一E 隅 丸 長 方 形 142× 117 12 II 3 土師 6,内耳 5

C10bl N-86° 一E 隅 丸 長 方 形 155× 113 I 3 S174と 重複

Dllcs N-1° 一E 方 形 130× 118 I 1 第 368図

Dllcs N-13°一E 長  方  形 210× 130 I 1

Dlld4 N-79° 一ヽ V 隅 丸 方 形 163× 145 I 1 譲筆:;」摺彩佑
2

TM27・ SK135と 重複

D9c9 N-23° 一W 長  方  形 135× 115 I 3

D9cO N-5°一W 方 形 I 3

D9c。 N-86°一E 隅 丸 方 形 110× 100 I 1

Dlla N-16°一E 長  方  形 105× 087 I ユ S193と 重複

D10a】 不 整 円 形 090× 080 I 5 S193と 重複

C10fO N-29°一E 方 形 115× 103 I 1 TM24と 重複

C10f。 N-37° 一E 隅 丸 方 形 275× 265 I 1 皇昂&:誇峯こ:
石 3

TM24と 重複

C10f9 円 形 110× 105 30-35 II 3 毯轟Y;謁雲で:
石 2

TM24と重複 第 369図

C10g2 N-64° 一ヽ V 隅丸長方形 295× 135 I 1 弥生 1,上師 6 TM23と 重複
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土坑
番号

位置 長軸 (径 )方向 平 面 形
規 模

壁面 底面 出土遺物 備 考 図版番号
劇脳X鰤選 深さ (cm)

C10h8 N-19°一E 隅 丸 長 方 形 180× 125 I 1 SK121と 重複 第369図

Clohs N-58°一W 方 形 195× 175 I 1
弥生 1,上師21,

須恵 1,石 1
SK121と 重複

Clle N-61° 一M〆 隅 丸 長 方 形 128× 034 I 1 TM24,SK126と 重複

Clle2 N-63°一部/ 隅 丸 長 方 形 200× 110 50-75 I 3 弥生 3,土師11
TM24, SK125。 127と
重複

Clld】 N-71° 一M/ 楕  円  形 165× 110 I l TM24,SK126と重複

C10i5 N-88°一W 隅 丸 方 形 100× 090 I 3 土師 3,上玉 1 S197と 重複

C10j4 N-82°一W 長  方  形 130× 0 I 3 S197と 重複

D10a3 N-80°一W 長  方  形 158× 127 I 3

D10h3 N-3° 一E 隅 丸 長 方 形 147× 110 II 1
弥生 1,上師 3,

陶器 1
S198と 重複 第370図

Dlld4 N― ■
°一E 長  方  形 162× 100 I 1 TM27,SK103と重複

DlleG N-42°一W 長  方  形 125× 085 I 1

Dlld8 N-82°一E 長  方  形 380× 145 I 1

Dlldl N-10°一E 長  方  形 165× 115 I 1

D10de N-4° 一E 隅 丸 長 方 形 1 57× 100 I 1 S1102,TM27と 重複

D9cO N-6° 一W 隅 丸 長 方 形 172× 147 1

D10dl N-2° 一W 隅 丸 方 形 130× 118 I ユ

D10dl N-84° 一E 隅 丸 長 方 形 120× 0 I ユ 第 371図

Dloa2 N-86°一W 長  方  形 203× 133 I 1 土師 3
S199,TM23と 重複
壁近くに灰多量

Dlld4 N-19°一E 長  方  形 220× 050 I 1 青銅品 1,鉄 1
TM27,SK149と 重複
イモ穴か

第370図

Dlld4 N-17°―E 長  方  形 130× 100 II 1 TM27,SK148と 重複 第371図

Dllh9 N-86°一E 長  方  形 232× 125 I 1
土師43,陶器 1
石 1

Dlog8 N-79°一W 不 整 方 形 155× 1 35 I 1
弥生 2,上師 13,
石 1

Dlog8 円 形 090× 075 5 I 1

D10g9 N-89°一E 方 形 123× 110 I 1 土師 7

Dllb2 N-80°一部「 隅 丸 長 方 形 235× 165 I 1
弥生2,土師29,
石 2

TM27と 重複

Dlle7 N― 1 ― E 隅 丸 長 方 形 100× 080 II 3 Sl104と 重複

Dnie N-65° 一W 方 形 225× 220 I 1
弥生2,上師28,

須恵 1,石 2
TM30と 重複 第372図

C10,3 N-26° 一E 方 形 145× 130 I 1 TM26,SK160と 重複 第 371図

Dloa8 N-9° 一E 不 整 長 方 形 133× 107 H,II 3 TM26,SK159と重複 第 372図

D10d2 円 形 037× 070 2
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坑
号
土
番

位置 長軸(径 )方向 平 面
｀
形

規 模

壁面 底面 出土遺物 考備 図版番号

勘溜X帥慇 深 さ (cm)

D9dO 不 整 円 形 100× 095 II 4 第372図

Dl■ 5 N-26° 一W 隅丸長方形 123× 090 I 3
弥生 1,上師 6,

石 1
S1110と重複

D10fe N-60°一W 不整隅丸長方形 150× 050 I ユ 土師 6
S1103,125・ TM27と 重
複 現代の穴か

Dllg7 N-6° 一ll 隅丸長方形 186× 150 I 1 土師 5 S1108と重複

E12f4 N-28° 一E 隅 丸 長 方 形 298× 180 I 1 土師 5

E10g8 N-6°一部「 隅 丸 長 方 形 190× 150 I 1
土師 1,須恵 1

埴輪 1
TM33と 重複 第373図

Ellhl N-78°一E 不整精円形 174× 120 17ヽ立38 3 土師24,鉄 3
TM35と 重複
ピット2本

F10ae N-86°一E 隅 丸 長 方 形 305× 145 I 1 弥生 1,上師 7 〃

E10i6 N-72°一E 長  方  形 127× 095 I 1
弥生1,上師35,

陶器 2,石 2

D10j7 N-87°一Ⅵ「 長  方  形 140× 083 I 1 土師 6 S1119と重複

Ellb3 N-6°―E 不 整 長 方 形 205× 160 I 1 土師12,鉄 1 TM32と 重複

Dlljs N-52°一W 隅 丸 長 方 形 290× 115 I 1 ピット1本

E12bl N-89°―E 長 方 形 170× 135 I 1 第374図

Dllil N-31°一E 不整楕円形 140× 123 4
S1116と重複
ピット1本

F10cs N-78°一E 長  方 形 320× 269 I 1 ピット2本

F10b7 N-82°一E 楕  円  形 265× 135 I

‰ 3

＼  ~| ）伽剛》Ｗ‐・６
7S三

第375図 土坑出土遺物実測・拓影図-1
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第376図の12～17は弥生式上器片の拓影図である。12は頸部片で,縦区画の沈線を垂下させ,そ

の間を格子状に沈線を施している。13・ 14は胴部片で,付加条の縄文が施されている。15は口唇

部に縄文を施した口縁部片で,付加条の縄文を施し,下端に竹管条工具による押圧が施されてい

る。16・ 17は櫛描き直線文を施した胴部片である。16は格子状に,17は鋸歯状に施した下に横走

させて区画し,以下付加条の縄文を施している。

庁̈祭
16 17
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土坑出土上器観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器形の特徴及び文様 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第375図

1

イ形 土器

土 師 器

A139
B 54

底部は丸底で,体部は器厚を減

じながら斜上方へ内彎して立ち

上がっている。日縁部は体部か

ら外反気味にほぼ垂直に立つ。

体部と口縁部の境に明瞭な稜を

もつ。

内面,口縁部内・外面ナデ整形。

底部・体部外面箆ナデ整形。

砂粒

にぶい赤褐色

普通

100% P67

SK64

2

皿

土師質土器

A「95」

B 31
C 42

底部は平底で,体部は器厚を減

じながらやや内彎して斜上方へ

立ち上がる。内・外面にロクロ

痕が見られる

水挽き後,横ナデ整形。底部回

転糸切り痕と板目圧痕有。

砂粒

灰白色

普通

40% P69

SK70

3

弥生式上器

B(15)

C「60」

底部は平底であるが,中央部が

やや凹み,鮮明な木葉痕がある。

胴部は底部から直線的に斜め上

方に立ち上がっている。外面は

付加条の縄文が施されている。

内面はナデ整形 砂粒・石莫

にぶい橙色

普通

3% P68

SK74

4

内 耳 土 器 A「 306」

B(109)

胴上半部から口縁部にかけての

破片である。胴上半部から内彎

して日縁部まで立ち上がってい

る。日唇部は平坦。

内・外面・口唇部ともナデ整形。 砂粒

黒褐色

普通

5% P101

SK79

外面に鍋墨付着

高不形土器

土 師 器

A「162」

B(59)
不部は内彎して斜上方へ大きく

開き,器厚を減じながら口縁部

に至る。体部下位に稜を有す。

内・外面箆ナデ整形後,内面と

日縁部外面をナデ整形。

粒

色

通

砂

橙

普

石英 50% P70

SK86

6

高邪形土器

土 師 器

B(88)

C l18

脚部であり,接合部からやや開

き,中位からさらに直線的に大

きく開く。

内面上位は指ナデ,裾部端外面

ナデ,外面縦方向の箆ナデ整形。

砂粒

にぶい黄橙色

普通

50% P71

SK86

7

内 耳 土 器 A「 440」

B(53)

口縁部はやや外側へぶくらんで

いる。日唇部は平坦。耳は1か

所残存。

内。外面・口唇部ともナデ整形。 砂粒・スコリア

にぶい赤褐色

普通

1% P104

SKl18

外面に鍋墨付着

8

内 耳 上 器 A「325」

B(74)
胴上半部から口縁部にかけての

破片である。胴上半部から内脅

して口縁部まで立ち上がってい

る。日唇部は平坦。

内・外面。日唇部ともナデ整形。 砂粒

黒色

普通

3% P105

SKl18

外面に鍋墨付着

第376図

9

内 耳 土 器 B(82)

C「 130」

底部と胴下半部の破片である。

底部は平底で,胴部は底部から

内彎して立ち上がっている。

底部箆ナデ整形。内・外面ナデ

整形。

砂粒・石英

明褐色

普通

5% P103

SKl18

外面に鍋墨付着

内 耳 土 器 △「338」

B(145)

胴下半部から口縁部にかけての

破片である。胴部はやや内彎気

味に口縁部まで立ち上がってい

る。日唇部は平坦。

内・外面・日唇部 ともナデ整形。 砂粒

黒色

普通

20% P106

SK■ 8

外面に鍋基付着

11

士室

器

顕

恵

長

須

B(62) 頸部は胴部との接合部から外傾

して直線的に立ち上がってい

る。胴部と頸部との境界内面に

明瞭な接合痕を残す。

内・外面とも横ナデ整形で,外

面には縁釉を施釉。

細砂

オリープ責色

普通

5% P87

SK■ 8
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第377図 粘土貼 り上坑実測図-1
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表10 粘土貼 り上坑一覧表

坑
号
土
番

位置 長軸 (径 )方向 平 面 形

規 模
壁面 底 面 出土遺 物 備 考 図版番号

長軸(m)× 短軸(m) 深さ (cm)

6 C7h2 N-68° 一E 不 整 長 方 形 270× 145 V 1 土師5 埴輪 1 底面に人の字状粘土 第377図

N-55° 一E 不  定  形
(推定隅丸長方形)

213× 145 II 1 SD14と 重複

F7f7 N-9° 一W 楕  円  形 200× 150 II l
土師 1,陶器 1

砥石 1
SK17と 重複

F8gl N-26° 一ヽ V 楕  円 形 180× 135 I

Cll'6 N-13° 一E 楕  円 形 195× 136
弥生 1,上師 24,
須 恵 1,石 3,
内耳 1

TM25と 重複

C10e2 N-65° 一覇/ 長  方  形 296× 182 2
土師 5,土玉 1
石 1

〃

B12j] N-73° 一W 隅 丸 長 方 形 277× 180 1 土師質 3 第 378図

B12J4 N-20° 一E 脩  円  形 195× 157 I 2
土師19,石 1
内耳 1

B10j4 N-73°一W 隅 丸 長 方 形 172× 110 2 土師 1,陶器 1

C10es N-64°―W 長  方 形 307× 195 2
弥生 1,土師11,

内耳 3,石 1

C10h8 N-71°一W 隅 丸 長 方 形 205× 095 2 弥生 1,上師12

C10ac N-78° ―W 隅丸長方形 170× 113 17 1 TM26と 重複

D10f2 N-19°一E 隅 丸 長 方 形 245× 116 8 1 第 379図

D10e7 N-70° 一ヽ V 隅 丸 長 方 形 190× 130 2 土師 4

DllgO N-4°一E 長  方  形 210× 140 2 底面だけ残存

D10j8 N-89°一W 長  方  形 215× 130 I 2 土師 3 S1119と 重複

Elof8 N-82°一E 精  円 形 212× 138 40 2 埴輪 1 TM33と 重複

C10hl N-61° 一W 楕  円  形 198× 095 15 II 1 土師 7

E10,1 N-20° 一ヽ V 方 形 114× 107 I 1

E12cl N-9° 一E 不  定  形 170× 106 1

Ellf。 N-89° ―W 隅 丸 長 方 形 126× 110 4 土師 1
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粕土贈,と抗■i占慕観察表

図簾錦 器 蓬 騒 lal 器影つ特徴及び文様 手 法 の 特 徴 胎土●色調,麟 備  考

l Ⅱ坤
A 色.B
B d・o

C とイ

底群は平底で申央部がやや1日|
と,お部機騨義鶏館4務巌
報からほ燃自綴的に辞■方に立
ち上が,て口縁蔀に至る。

櫛 1善後.機チア諄期Й。頚鋤新回
聴学側ガ
'票

と事眸報革療非お―A.
外面にロタロ痕が見られる。

螂
艤
綿

EO% P73
SK109
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表11 壁溝を有する土坑一覧表

坑

号

土

番 位置 長軸(径 )方向 平 面 形
規 模

壁面 底面 出土 遺物 備   考 図版番号
曲慇X鰤圏 深 さ (cnI)

D4b8 N-43° 一M/ 長  方  形 226× 145 62-65 I 3
第381図
1

C9a。 N-75° 一W 方 形 200× 184 I 1 土師 7 S174と 重複

C10f8 N-25° 一E 長  方  形 415× 150 T 1 弥生 2,土 師12
SK100・ 111・ TM24と
重複

100 C10f7 N-38° 一E 長  方  形 413× 220 I l 轡懲
Vttf

SK99・ TM24と重複

C10e8 N-25° 一E 長  方  形 255× 185 I 1
TM24・ S192と 重複
いずれよりも新しい。

第182図
2

C10e8 N-15° ―E 長  方  形 265× 185 I 1
縄文 2,

(P72),
生
師
弥
土

S192と 重複 本跡が

新しい。

111 C10g8 N-25° 一E 長  方  形 405× 205 I 1 弥生 1,上師30 不雛警ち漸ぜ∴詫
との新 旧関係不 明。

C10h9 N-58° 一M/ 長  方  形 345× 160 l 1 弥生 2,上師24
SK122・ 123と重複
本跡が一番古い。

第383図
3

141 D10b7 N-77° 一W 長  方  形 2 I 1 牽
=転
闊TM26・ SK143と 重複程桃嘉膳勘撃渡:SK

D10a7 N-80° ―W 長  方  形 265× 188 I 1 土師18,内耳 2
I M26・ 5K141・ 142と 重複
TMよ り新 しいが SKと の
新 旧関係不明。

D10b? N-12° 一E 不 整 長 方 形 238X070 I 1

TM26・ SK141・ 142と 重
複  TMよ り新 しいが SK
との新 旧関係不明。

E12bl N-85° 一W 長  方  形 200× 113 I 1
土師 8,上製品
1

第384図 壁滞を有する土坑出土遺物実測・拓影図

壁溝を有する土坑出上土器観察表

|

05

―

図版番号 器  種 法量 (cm) 器形の特徴及び文様 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第384図

1

内 耳 土 器 A「310」

B(150)

C「 172」

底部から口縁部にかけての破片

である。底部は平底で,胴部は

底部から内彎して立ち上がって

いる。口唇部は平坦。

内・外面・口唇部 ともナデ整形。 砂粒・石英

橙色

普通

5% P102
SKloo

外面に煤付着

2

壺

弥生式上器

B(26)
C「66」

底部は平底で,不鮮明な木葉痕
がある。胴部は底部から外傾し

て立ち上がっている。外面は付

加条の縄文が施されている。

肉面 はナデ整形。 砂粒・石英

にぶい橙色

普通

5% P72
SKlo8
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第384図の 3・ 4は弥生式上器片の拓影図である。 3は頸部片で,櫛描き直線文を縦位に施して

いる。 4は回唇部に縄文を施した二段作出の複合口縁部片で,付加条の縄文が施されている。

地下式坑 (第385図 )

地下式尻は,第 1次調査時に才ノ谷上台地に,Ⅲヒ較的浅 く小さいものが 1基,第 2次調査時に

東側の宿台地に

'ヒ

較的深くて大きいもの 1基が検出された。

第 1号地下式坑 (第43号土坑)

本跡は,調査区の西側部,D4b2区 を中心に確認され,第 2号古墳の南南東側18m程に位置して

いる。本跡は,最初土坑として調査を進めたが,調査の過程で地下式坑であることが判明した遺

構である。主軸方向はN-62°一Wを指している。

竪坑は長軸1.15m。 短軸0.55mで主軸方向に対してほぼ直角方向に横長の隅丸長方形状を呈し

ている。3面の壁はロームで,上部が底部よりやや内側に傾斜しているがほぼ垂直気味に0.8m程

を掘っている。底面はほぼ平坦でよく締まっており,0.34m2の面積を有し,主室側にわずかに傾

斜している。覆土は不明である。

主室の底部平面形は,主軸方向に対しほぼ直角方向に横長の不整長方形を呈し,規模は長軸1.76

m。短軸0.68mである。底部は中央部がわずかに凹んでいる。壁はロームで,奥壁が良く残り,底

部から0.5m上部まで丸味を帯びて約0.16m程凹んでいる。北東側壁は底部から0.45m程上部まで

わずかにゆるい弧状に凹んでいる。南西側壁は他の土坑と切り合っており,0.25m程底部から外傾

しているだけであるが,土層から観察すると南西部壁付近は第55号土坑が本跡を切って掘ってい

る。また,竪坑と主室の底部に近い壁には,第 2号地下式坑と同様の細い鋭利なスコップ状のも

ので掘ったと思われる工具の使用痕が認められる。確認面から底部までは約 lmでぁる。なお,主

室底は竪坑底より0.18m程低い。

覆土は締まりの弱い多量のローム大ブロックを含む褐色上が,底部から0.7m程堆積している。

これは天丼部が最初に崩落したものと思われる。その後,上部にローム粒子とロームブロックの

混じりでやや締まりを帯びた暗褐色土 (除去した表土と酷似しているもの)が一気に堆積したも

のと思われる。

本跡からの出土遺物はないため,時期は不明である。

第 2号地下式坑 (第133号土坑)

本跡は,D10e2区 を中心に確認され,第23号古墳の南南東側■m程に位置している。主軸方向は

N-22°一Eを指している。

竪坑は,長軸1.07m・短軸0.88mで主軸方向に対してほぼ直角に,横長の隅丸長方形状を呈して
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いる。壁はロームで,一部がやや凹むものの,ほぼ垂直に1.63m程を掘っている。底面は平坦で良

く締まり,0.64m2程の面積を有している。

主室の底部平面形は,主軸方向に対してほぼ直角に横長の隅丸長方形状を呈し,規模は長軸2.4

m・ 短軸1.5mである。底部はほぼ平坦である。壁は奥壁が底部から1.14m上部までほぼ直線的に

立ち上がっているが,底部付近の一部が0。 15m程凹んでいる。西側壁は底部から1.3m上部まで弓

づる状に0.2m凹み,そ の上は外傾もしくは外反して地下部へ立ち上がっている。東側壁は崩落し

たと思われるが垂直に立ち上がっている。さらに,主室と竪坑の境には,上部は崩落して不明で

あるが底部から約70cm程主室側へ傾斜している地山が残 り, この中央部に竪坑と主室をつなぐ規

模不明の通路らしき穴の一部の凹みが認められた。深さは確認面から底部まで1.87mを 測る。ま

た,竪元と主室の底部では主室の方が0.22m低い。

覆土は,まず竪坑へ底部から3層までローム粒子とロームブロック・炭化物を含んだ褐色土と

暗褐色上がよく締まって堆積している。その後,主室の底部へ0.35～0.45mの厚さにローム粒子と

ロームブロック,炭化物を含む暗褐色上が竪坑から通路と思われる穴を通って流れこんでいる。

この時点で,主室の天丼部が崩落してロームとロームの極めて大きいブロックが堆積している。

A26.2m

A2■2m

SK133

0               2m

ｍ

ｍ

∵
げ
　
　
，
賄

望　　々
， 　　Ｗ的

SK 43

第385図 地下式坑実測図
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その後i主箋餌 主ヽ室と竪娩と仕切つていた霞が崩蓄している。この時点でⅢ主室
―
わ なぐ空間

盛 碁浄地 1竪抗に更に2層の暗禍色主が蜂猿じ簿斃.主室側とほぼぶ平になるまで鵜色土と―暗

福色とが寝横じ々 娘―更に, 2つの主扇が■摯の上焼状となつて1土砂り進績がなされていたも|の

と思われる。

基筑と主室の底部に近導ゝ壁には,第
11号
地下式流を向1篠蜘 ヤゝ鋭利なスコップ状のもので霧,|

たと思わ催る|二具り使用痕が謡められている。
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第 6節 溝 と出土遺物

本節では,当遺跡から検出された溝36条のうち,整理の段階で溝と判断し難い第10号溝を欠番

とし,35条のうち26条の溝については一覧表にまとめた。なお,こ れらの浦と形状や規模の異な

る第29号溝については,文章で解説した。また,長峰城跡に伴う堀や濤と考えられる第 1・ 13・

30～35号溝については,中世の遺構と考えられるため第 2章第 8節 1で扱うことにした。

A26.2m

B 26.8m

C26.8m

o               5m

―

坤

第387図 第 2・ 3・ 4号滞実測図

平

！ギ ご
一
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第29号滞 (第395図 )

本跡は,エ リア外の北西からZ3区。A3区・A4区を経て,東側のエリア外に弓なりに曲って延び

ている。長さは56.8m程で,断面形は全体がほば逆台形状に掘られ,壁は
ロームで外傾して立ち上

がっている。上幅は1.3～ 2.6mで総体的に北西側が広く,東側に向くに従つて狭 くなって
いる。下

幅は0.7～ 2.Omで上幅と同様に北西側が広く,東側に至って狭くなっている。確認面から
の深さは

0.3～ 0.5mである。底面はロームで,一部でやや凹む撹乱穴があるものの全体が平坦である。ただ

し,底面の標高は,溝の中間部付近が高くて25.91m。 北西側が25.68m。 東側が25。 36mと低
い。

これはこの付近の地形が東側へ低 く傾斜しているためと思われる。

覆土は,おおむね 2層からなり,上層は多量のローム粒子と少量～微量の炭化粒子や焼土泣子

を含む黒褐色土及び暗褐色上である。下層は多量のローム粒子と微量の炭化粒子
や焼土粒子を含

む褐色土,底部付近の壁側にはローム粒子とローム小ブロックを含む褐色上が,それぞれ締って

堆積している。

遺物は全て覆土中と確認面からの出土で,第396図 1の弥生式上器の壺,縄文式上器片 2点,弥

生式上器片49点,土師器片13点,円筒埴輪片28点,古墳の埋葬施設に使用されたものと思われる

棺材の石片 1点,陶器片 1点が出土した。弥生式上器の壺は,A4e5区の済の確認面から出土し
て

いるため, この溝の時期と性格が明

らかになるかと思い検討したが, こ

の付近にはいくつかの清底に達する

撹乱穴が見られることから,確認面

の上層から受けた広い撹乱による流

れ込みと判断した。現段階では時期

や性格の不明な溝と判断せざるを得

ない。

o            10cm

第396図 第29号濤出土遺物実測図
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第29号濤出土土器観察表

器 種 法量 (clm) 器形の特徴及び文様 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第396図

1

壺

弥生式上器

A192
B(25,7)

胴下半部以下は欠損している。

胴部から頸部にかけて器厚をほ

ぼ一定に保ち,日縁部でやや薄
くなり,全体的に緩いS字状を
呈している。日縁部は複合口縁

で無文とし,下端に棒状工具に
よる刺突を廻らせている。さら

に,刺突文と重なる位置に1個
単位の瘤を3か所 (推定 9か所)

付けている。胴部と帯状の無文

帯を除いた頸部に,付加条の縄
文が施されている。

内面はナデ整形。外面は日縁部

及び頸部をナデ整形。

砂粒・雲母

にぶい褐色

普通

70% P75

D

―
瑾
―
澗

臼                3

嗣
脚
ｙ

国

―韻閾巖

第397図 第29号滞出土遣物実測図
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表12 濤一覧表

溝 位置(区 ) 主軸方向 断  面
規 模

壁面 底面 覆土 出土遺物 備   考 図版番号

長さ(m) 上幅(cm) 下幅 (cm) 深さ(cm)

2 C6,C7 N-55° 一吊「
浅  い
U字 状

62ヽシ184 32-68 12-24 2 自然
土師片64,埴 輪片
81,陶 器 片 6,内
耳片56

544番 地 とエ リア外 と

鶴舞あ岳乾健籠 第
387図

3 N-26・ ―E 浅  いU字 状 9 25
(95～ 175) (70～ 120) 12^ヤ 39 2 自然

543と 544番地 の 地 境
と思 わ れ る。
TMl,SD2‐ 4と 重 複

4 C6 N-26°―E U字 状 8 25 61-86 30-46 27ヽシ52 2 自然
土師片13,埴
輪片21

543と 544番地 の地境

TLttP&為 :3と重複

5 C6,D6 U字 状 26 60 75^シ 188 32^▼ 112 16-25 2 人 殊
古墳の根切 り濤。

TMlと 重複
第388図

6 B4,C4 N― I ―W U字 状 30-188 10-46 8-38 4 自然
468と 471番地等 の地

駿8提鍛
SD7,

7 B4 N-61°―E 浅  いU字 状 11 92 58^シ
109 10-25 11^ウ21 4 自然

468と 469番 地 の地

境。 SD6と 重複

C4,C5 U字 状 100～ 174 20-78 43-56 3 自然
土師片 4,垣
輪片 9

470と 471番 地 の 地

写磁12,SD9と 重複
第389図

9 B5,C5 N-2 一MI 浅  いU字 状 50-100 11-39 14-18 2 自然 船ＴＭ‐２，
SD8と 重複

11 D7,E7 N-16° ―E 浅  いU字 状 17 9 128～
209 54-122 11^シ 28 2 自然

土師片 12,埴
輪片 1

TM15,S124と 重複 第390図

D6,E6 N-46° 一覇「
浅  い
U字 状

118-152 32´ レヽ79 28-32 2 自然
道路境

TM16と 重複

N-6°一E 浅  いU字 状 1909
235-328 146ヽヤ22( 19-36 6 自然

道路境 SD15'16,
SK13と 重複

第391図

N-80°一E 浅  
い

U字 状
68´ ツヽ192 28-13( 12^ヤ 32 4 自然 蓋評を,2格霧

石 1
SD14・ 16と 重複

N-42°―W 浅  いU字 状 82ヽマ150 38-11[ 14-54 1 自然
SD14。 16,S125と 重

複

F7,F8 N-6 ― E U字 状 88-166 20-66 30-39 4 自然
土師片 3,内
耳片 3

SD19・ 21,S123と 重

複
第393図

E6 N-84°一W 浅  いU字 状 6 81 101～ 20( 34^シ 86
20-49 2 自然 544と 663番地の地境 第392図

F7.F8 N-78°―W U字 状 42 1 86-240 〕8-138 211/-49 自然
土師器片 8,埴輪片
3,須恵器片 1,棺
t/1石 5,石 2

SD17・ 22・ 24,

5)`そちと置署
・26・ 第393図

F7,F8 N-72°一W 浅  いU字 状 23 22 テ0-222[
34-100 15ヽシ24 4 自然 筆揮t,2格埋

石 2

SD21,SK37・ 40と 重

複

F7,F8 N-81° ―W 浅  いU字 状 65ヽヤ20〔 35^ψ 140 14-24 1 自然
エ リア外 との地 境 と

艶 争毛5己盤寝
20,

F7,F8 N-88° ―E U字 状 (110) 52-76 8´
9ヽ38 14-20 伍I 2 自然

SD17・ 19, SK28,
29'37・ 38と 重複

F7,F8 N-89° 一E
逆 台 形

状
80^Ψ 14( 68-118 34-44 I] 自然

土師器片 2,

石 1

道路境 SK30。 31,
S129と 重複

第392図

F7 N-5°―M「 U字 状 (130) 110-46( 30-210 20-22 III 自然 毛霧薄拓:°碕
器 片 1

道路境

SD19と 重複
第393図

N-89°一E 逆 台 形
状

80/-12, 22-38 23ヽシ28 3 自然 棺材石 2
658と 660番地と地境
SD26,SK33と 重複

N-77°―E U写 状 80ヽ彰114 22-38 22_-32 3 自然
658と 660番地 と地境
SD25, SK46-49と
重複

C6 N-1°―E
浅  い
U字 状

140)‐ 320 80^▽ 230 31-32 ユ 人為
イモ穴か
SK53・ 54と 重複

第392図

B5,C5 N-14°一W U字 状 57-89 28^シ 46 28-30 3 自然
地境か
S137,38と 重複

第394図

D10 N-86・―W 浅  いU字 状 45´ レヽ109 22-62 12-16 4 自然 S199,TM23と 重複

-495-



‐ ― 卜 Φ Φ Ｉ Ｉ

第
39
8図
 
溝
と
土
地
割
り
の
関
係
位
置
図

0耐



第 7節 掘立柱建物跡と出土遺物

第 1号掘立柱建物跡 (第399図 )

本跡は,2次調査区のD■g6区を中心に確認され,第 107・ 108号住居跡や第28号古墳と重複して

いる。新旧関係は,本跡が第107・ 108号住居跡の床面や壁の一部及び第28号古墳の周濤を切って

いることから, 2軒の住居跡や古墳より新しい時期の遺構と思われる。

規模は,桁行が 2間 (4.68m),梁行が 1間 (4.13m),床 面積は19。 3m2でぁり,長軸方向がN―

9°一Eを指している南北棟の建物である。柱間寸法は,桁行 (南北)の 1間で2.24～ 2.44m,梁

行 (東西)は北妻。南妻とも4.13mで等間隔である。柱掘方の規模は,Pl・ P2・ P6が長軸 (径 )46～ 49

cln・ 短軸 (径)40～43cm。 深さ40～50cln,P3・ P4・ P5は長軸 (径)59～71cm・ 短軸 (径)38～50cm・ 深

さ43～ 58clnである。平面形は,Pl・ P2・ P3・ P5が隅丸長方形状,P4・ P6は不整楕円形状を呈する。

柱痕跡は,各柱穴とも認められなかった。土層は,中央に少量のローム粒子等を含む締まりのや

や弱い暗褐色土が柱状に,周囲に多量のローム粒子や少量のロームブロックを含む褐色土,少量

のローム粒子等を含む極暗褐色上が堆積しているが,締まり具合いから版築がなされた様子は認

められない。また,全ての柱掘方の底面は突き固めたように硬 く締まっている。

本跡の時期については,遺物の出土がなく明確にすることはできなかった。
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第 8節 中世の遺構と出土遺物

本節においては,当遺跡の所在する台地の東端部に所在する,中世の長峰城跡に伴うと思われ

る堀 7条,溝 1条,塚 2基について記述する。

1 堀・溝

第 1号堀 (SD30)(第 401・ 402図 )

本跡は, 2次調査区のF8・ F9・ G8。 G9の各区にまたがって確認された南北方向に延びている堀

である。堀のほぼ中央部を東西方向に走る農道を境とし,北側については形状・規模・主軸方向

を明確にできた。しかし,南側については,40mほ どで比高17mを測る急崖となり,崖下に人家が

存在していることから土砂崩れの発生による危険が十分に予想されたため,表上を全面除去して

調査することはできなかった。従って, トレンチ発掘による調査を実施したが底面まで掘 り下げ

ることができず,形状・規模等を明確にすることはできなかった。

F8・ F9区における本跡は,農道から北 (N-5°一W)へ 5mほ ど直線的に延びた所でほぼ直角

に屈曲し,東 (N-78° 一E)へ 5mほ ど直線的に延びた所で再びほぼ直角に屈曲した後,北 (N一

10°一W)へ 28mほ ど直線的に延びている。北側はさらに延びているものと思われるが,調査区域

外となるために明確にすることはできなかった。しかし,本跡の北側が宿ニノ谷の南縁に接して

いることから,堀切り状に開くものと推定される。農道から北側における本跡は「PFJ」 状に屈曲

する
｀
折り、が施された堀であり、規模は全長38.3m,上幅6.0～7.5m,下幅0.5～ 1。 lm,深 さ

2.2～ 2.5mで,壁は40～50度の角度で立ち上がっている。断面形が「 v」 を呈する箱堀で,掘 り

込みは灰白色粘土層にまで達している。底面は平坦であるが,北側に向かつて傾斜し,中央部と

北端部の比高は0.8mを浪1る 。G8・ G9区においては,第401図 に示したように幅 lmの トレンチを

東西方向に設定して調査を実施した結果,上幅5.0～ 6.5mの規模で南西側にわずかに張出した曲

線を描きながら,第 2号塚の北東側に延びていることが確認された。南側はさらに延びて宿台地

南縁に堀切り状に開くものと推定されるが,調査区域外であるために明確にできなかった。

覆土は,下位にロームブロック等を中量から多量含む褐色土や暗赤褐色上が堆積している。中

位にはローム粒子やブロック等を少量から多量含む極暗赤褐色土,暗赤褐色土,暗褐色土,上位

にはローム粒子等を多量に含む暗褐色上が堆積している。いずれも締まりのある土層であり,自

然堆積と思われる。

遺物は,覆土から堀に伴うと思われる内耳土器片18点,陶器片 3点の他に,流れ込みと考えら

れる弥生式土器片 1点,土師器片12点が出土している。
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第 2号堀 (SD31)(第 401・ 402図 )

本跡は, 2次調査区のC9・ D9・ E9・ F9・ G9の各区にまたがって確認された南北方向に延びて

いる堀である。堀の南部を東西方向に走る農道を境とし,北側については形状・規模 。主軸方向

を明確にすることができた。しかし,南側については,40mほ どで比高17mを測る急崖となり,崖

下に人家が存在していることから,土砂崩れの発生による危険が十分に予想されたため,表上を

全面除去して調査をすることができなかった。従って, トレンチ発掘による調査を実施したが底

面まで掘り下げることができず,形状 。規模等を明確にすることはできなかった。

F9区における本跡は,農道から北 (N-15° 一W)へ 8mほ ど直線的に延びた所でほぼ直角に屈

曲し,東 (N-72° 一E)へ13mほ ど直線的に延びた所で再びほぼ直角に屈曲した後,北 (N-14° 一

W)へ緩やかに傾斜しながら26mほ ど直線的に延びている。規模は,全長47m,上幅7.7～ 8.3m,

下幅1.0～ 1.7m,深さ2.0～ 3.Omで,壁は45～60度の急角度で立ち上がっている。断面形が「 w― 」

を呈する箱堀で,掘 り込みは灰白色粘土層にまで達している。本区における2度目の屈曲部から

北へ 5mほ どの所には,土橋・木橋の痕跡が検出されている。土橋は平面形が「 ){」 状を呈する

残存部が壁面及び底面に検出され,さ らに木橋については土橋の残存部上に2本 1対 と思われる

柱痕跡が 7本検出された。この上橋・木橋は,土橋が一段階古い時期に堀の一部を掘り残して構

築され,その後の改修により木橋が設置されたものと考えられ,虎口 (出入口)と して使用され

たものと思われる。E9区においては,F9区から続く堀が北へ 7mほ ど直線的に延びた所でほぼ直

角に屈曲し,北東 (N-64° 一E)へ 22mほ ど直線的に延びている。この区間における堀の形状は

箱堀であり,上幅4.0～ 4.3m,下幅0.4～ 0.5m,深 さ1.0～2.0伍で,壁は35～65度の傾きで立ち上

がっている。F9区における箱堀より小規模となるが,最初の屈曲部の堀底には上幅1.5m,下幅1.0

m,深さ0.7mの規模で長方形状に掘りくばめて段差をつけている他に,長方形状の西端部を掘り

込んで方形の堅穴を構築している。この区間後,再びほぼ直角に屈曲し,北 (N-13° 一W)へ 30

mほ ど延びている。堀の形状は箱堀から「wΔ を呈する薬研堀へと変わり,上幅4.3～5.Om,下

幅0.5～ 0.6m,深 さ1.7～2.3mで壁は55～70度の急角度で立ち上がっている。堀の形状が箱堀から

薬研堀へ変わる2度目の屈曲部にも堅穴が構築されており,規模は,上幅1.2m,下幅0.7m,深 さ

0.5mである。E9区における堀の全長は59mを測る。C9・ D9・ E9に おいては,F9区から北に延び

てきた堀が宿ニノ谷の東側の形状に沿って緩やかな屈曲を示しながら,さ らに北 (N-12° 一W)

へ80mほ ど延びている。これらの区間における規模は,全長86m,上幅4.3～4.7m,下幅0。 3～ 0。 8

m,深さ1.6～2.4mで,壁は50～55度の急角度で立ち上がっている。断面形が「v＼ を呈する薬

研堀で,掘 り込みは灰白色粘土層下の砂層まで達している。北側は,さ らに延びて宿ニノ谷に開

口しているものと推定されるが,調査区域外となるため明確にならなかった。農道から北側にお

ける本跡は「汗μ」状に屈曲する
｀
折り、が施された堀であり,全長192mを測る。G9区において
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は,第401図 に示したように幅 lmの トレンチを東西方向に設定して調査を実施した。その結果,

F9区から南に延びてきた堀は農道の南側で西側に屈曲した後に,上幅6.3～7.Omの規模で南西側

にわずかに張出した曲線を描きながら,第 1号塚の南西側に延びていることが確認された。南側

は,さ らに延びて宿台地南縁上に堀切り状に開くものと推定されるが,調査区域外のために明確

にならなかった。

覆土は,下位に灰白色粘土粒子やブロック,灰褐色砂等を中量から多量含む暗赤褐色土,黒褐

色土,暗褐色上が堆積している。中位にはローム粒子や灰白色粘土粒子等を多量含む暗赤褐色土,

暗褐色土,極暗褐色土,上位にはローム粒子やブロックを少量含む暗褐色上が堆積している。い

ずれも締まりのある土層であり,自然堆積と思われる。

遺物は,覆土から堀に伴うと思われる内耳土器片 1点が出土している。

第 3号堀 (SD13)(第 403図 )

本跡は, 1次・ 2次調査区のE6・ E7区にまたがって確認された堀であり,E6f7区付近で第19号

古墳,E7f3区付近で第17号古墳,E7f5区付近で第 4号堀と重複している。2基の古墳との新旧関係

は,古墳の周溝を切って構築されていることから,本跡の方が新しい時期の遺構と思われる。第

4号堀との新旧関係は明確にとらえることはできないが,規模や形状等から同時期に存在した可

能性が高いものと考えられる。

規模は,全長38m,上幅3.8～ 4.8m,下幅0.8～1.2m,深 さ1.2m前後で,壁は40～50度の角度

で立ち上がっている。断面形が「■戸」を呈する箱堀で,掘り込みは粘土層に達している。本跡

は,東西方向 (N-81° 一E)に直線的に掘りこまれており,東側は第 4号堀と接続している。西

側はさらに才ノ谷の東側に延びているものと思われるが,調査区域外のため明確にならなかった。

覆土は,下位にローム粒子を多量に含む褐色土,中位にローム粒子やロームブロックを中量含

む暗褐色土,上位にローム粒子やロームブロックを多量に含む褐色上が堆積している。いずれも

締まりのある土層あり,自然堆積と思われる。

遺物は,覆土から堀に伴うと思われる内耳土器片 1点の他に,流れ込みと考えられる土師器片

15点,円筒埴輪片 7点が出上している。

第 4号堀 (SD32)(第 403図 )

本跡は,2次調査区のE7区に確認された堀であり,E7g5区付近で第17号古墳,E7f5区で第 3号

堀と重複している。古墳との新旧関係は,同古墳の周溝を切って構築されていることから,本跡

の方が新しい時期の遺構と思われる。第 3号堀との新旧関係は明確にとらえることはできないが,

規模や形状等から同時期に存在した可能性が高いものと考えられる。
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規模は,全長28m,上幅3.2～ 4.5m,下幅0.5～ 0.9m,深 さ1.4m前後で,壁は50～ 60度の急角

度で立ち上がっている。断面形が FY」 を呈する箱堀で,掘 り込みは粘土層に達している。本跡

は,北東方向 (N-35° 一E)に直線的に掘 り込まれており,南西側は第17号古墳の周溝を切って

やや延びた所で止まっている。北東側はさらに宿ニノ谷の西側に延びているものと思われるが,

調査区域外のため明確にならなかった。

覆土は,下位に褐色土,中位に極暗褐色土,上位に暗褐色上が堆積している。いずれもローム

粒子を中量から多量含む締まりのある土層であり,自然堆積と思われる。

遺物は出土していない。

第 5号堀 (SD33)(第 403図 )

本跡は,2次調査区のE7区に確認された堀であり,E7g6区で第17号古墳と重複している。新旧

関係は,同古墳の周溝を切って構築されていることから,本跡の方が新しい時期の遺構 と思われ

る。

規模は,全長 9m,上幅1.7～4.2m,下幅0.6～1.Om,深 さlm前後で,壁は50～55度の急角度

で立ち上がっている。断面形が「■ /」を呈する箱堀で,掘 り込みは粘土層に達している。本跡は,

北西側にわずかに張出した曲線を描きながら北東方向 (N-60° 一E)に掘り込まれており,南西

側は第17号古墳の同清を切ってやや延びた所で止まっている。北東側はさらに宿ニノ谷の西側に

延びているものと思われるが,調査区域外のため明確にならなかった。

覆土は,下位に暗褐色土,中位に黒褐色土,上位に暗褐色上が堆積している。いずれもローム

粒子を多量に含む締まりのある土層であり,自然堆積と思われる。

遺物は出上していない。

第 6号堀 (SD35)(第 403図 )

本跡は, 2次調査区のE7区に確認された堀であり,E711区 で第17号古墳と重複している。新旧

関係は,同古墳の周溝を切って構築されていることから,本跡の方が新しい時期の遺構 と思われ

る。

規模は,全長 3m,上幅1.8～2.Om,下幅0.6～ 0.7m,深さlm前後で,壁は60～65度の急角度

で立ち上がっている。断面形が章 送を呈する箱堀で,掘 り込みは粘土層に達している。本跡は,

東西方向 (N-72° 一E)に直線的に掘り込まれており,東側は第17号古墳の同溝を切ってやや延

びた所で止まっている。西側はさらに才の谷の東側に延びているものと思われるが,調査区域外

のため明確にならなかった。

覆土は,下位に褐色土,中位に暗掲色土,上位に褐色上が堆積している。いずれもローム粒子
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を多量に含む締まりのある土層であり,自然堆積と思われる。

遺物は,覆土から堀に伴うと思われる内耳土器片 5点が出上している。

第 7号堀 (SDl)(第 404図 )

本跡は, 1次調査区のD6・ D7・ C7の各区にまたがつて確認された堀であり,D6g4区で第26号住

居跡と重複している。新旧関係は,床面を切って構築されていることから,本跡の方が新し
い時

期の遺構と思われる。また,第16号古墳とも重複しているが,本跡が同古墳の周溝を北東から南

西方向に切って構築されていることから,本跡の方が新しい時期の遺構と思われる。

規模は,全長54m,上幅1.5～2.7m,下幅0.3～0.6m,深さ0.6～ 0.9mで,壁は50～ 60度の急角

度で立ち上がっている。断面形が
F_」 を呈する箱堀で,掘 り込みは粘土層に達している。本跡

は,北東方向 (N-42° 一E)に44mほ ど直線的に延びた後,北 (N-8°一W)へ方向を変えて10

mほ ど延びている。北側はさらに宿ニノ谷の西側に延びているものと思われるが,調査区域外のた

め明確にならなかった。南西側は,本跡が台地を北東から南西方向に切るような形で構築されて

いることから,さ らに延びて台地西端に現状保存されている前方後円墳の北側を通って才ノ谷の

東側に開くものと推定される。

覆土は,下位に褐色土,中位に暗褐色土や褐色土,上位に暗褐色土が堆積している。いずれも

ローム粒子やロームブロック等を少量から中量含む締まりのある土層であり,自然堆積と思われ

る。

遺物は,覆土から堀に伴うと思われる内耳土器片 8点,陶器片 4点の他に,流れ込みと考えら

れる土師器片47点,円筒埴輪片54点,球状土錘 1点が出土している。

第34号濤 (第401・ 第402図 )

本跡は, 2次調査区のC9・ D9・ E9・ F9の各区にまたがって確認された南北方向に延びて
いる溝

である。E9・ F9区において長方形を呈する土坑 6基 と重複しているが,底面や壁を切られている

ことから,本跡の方が古い時期の遺構と思われる。

規模は,全長105m,上幅0.8～ 1.3m,下幅0.8～1.lm,深 さ0.3～ 0.6mで,壁は西側が50～70

度の急角度,東側は内彎して立ち上がっている。溝の方向はC9・D9区においてN-15°一W,E9区

でN-32°一W,F9区でN-9° 一Wを指している。断面形は「 こ 」状を呈し,掘 り込みは粘土層

に達している。E9区の一部においては検出されなかったが,本来は続いていたものと考えられる。

溝底には,長径30～ 50cm・ 短径30～40cmの精円形の柱穴 4本,長径70～90cm・ 短径50～70cmの精

円形の柱穴 5本,長軸70～ 80cm・ 短軸50～60側の長方形状の柱穴 2本が検出された他に,内彎す

る東側壁には,長径50～ 70cm。 短径30～50cmの楕円形を呈する柱穴20本が検出された。各柱穴は
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連続して検出されたわけではなく,柱穴間の距離にも規則性は認められない。

覆土は,中量から多量のローム粒子や粘土粒子,及び炭化物等を含む黒褐色土,暗褐色上が堆

積している。

本跡の時期については,遺物の出土がなく時期を明確にすることはできなかった。しかし,溝

底や東壁に31本の柱穴が検出されていること,本跡が第 2号堀と台地の中段における平坦地 (犬

走り)の東端部に位置していること,第 2号堀に平行して構築されていること等から,長峰城跡

に関わりのある溝と考えられる。
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第400図 堀・塚・薄位置図

-504-





・０ヽ

【∞
蝉

「
＝

＝

引

＝

＝

劃

ｔ

§
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

E

RI

第402.図 第 1・ 2号堀。第34号溝実測図-2

〓

Ｎ
．駕

劇

Ｅ
Ｏ
．０
蝉
∞―劇

-507-508-



-O19^Ψ6∝―

国隠¥断各9。g。,.8尊 国80,尊

/一＼
＼

―
卜
‐　
　
　
　
‥ト
ド
博評
ｏ
ヨ

‐に
Ｆ
博
評
ヽ
ヨ

０
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

」
０
ヨ

ｒ

＝

＝

＝

＝

＝

Ｌ

０
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
博
ョ

ｒ

＝

＝

＝

＝

Ｈ

Ｌ

‐
／
く
―

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
】

す
／
ヽ
―

０
す

／

ｒ

＼

―

口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｌ

Ｉ
／

く

―

ｍ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｍ
】

１

／

く

ヽ

‐

ｒ

ゝ

― Ｑ

〓

】‐＞
博∞
旨

　

　

に

IQ

|・



'そ

や

C2=Om

0             2m

粘

0               5m

※
1

沖
4

第404図 第 7号堀実測図

-511-



¶

Ｈ

Ш

ＩＩ

‐
――

引

＝

＝

引

＝

劃

Ｅ
Ｏ一
［　
―
「
１
　
一
一，
‐‐
‐
　
と。
一　
　
　
，　
０い　
　
　
‐　
　
一矧

醍
購

-512-

第485図 長峰城跡周辺地形図
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第400図 堀出土遺物実測図
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第 1・ 2・ 6号堀出土土器観察表

図版番号 器 種 法量 (cm) 器形の特徴及び文様 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第406図

1

内耳 土 器 A「300」

B(87)
底部は欠損。体部は内彎気味に

開いて立ち上がる。口唇部は中

央部が凹み,内側にわずかに突

出する。耳接合部の外面わずか

に膨らむ。耳は1か所残存。

口唇部は横ナデ,他はナデ整形。

耳接合。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

30% P108

1号堀 (SD30)

外面に鍋墨付着

2

内耳 土 器 A「314コ

B(131)

底部は欠損。体部は外傾して立

ち上がり,頸部から口縁部にか

けてわずかに内彎する。口唇部

は中央が凹み,内側にわずかに

突出する。

口唇部,日縁部内・外面は横ナ

デ,他はナデ整形。

砂粒・雲母

黒褐色

普通

30% P107

1号堀(SD30)

外面に鍋墨付着

3

壷

陶 器

A「 376」

B(147)

口縁部から胴_し半部にかけての

破片。口縁部は頸部から直立気

味に開き,日唇部は丸味を帯び

ている。日縁部外面には粘土帯

を賠り付け,日縁帯を形成して

いる。

輪積成形。内・外面ともナデ整

形。

砂粒 。長石

にぶい黄橙色

普通

5% P88
1号堀 (SD30)

常滑

4

内耳 土 器 A「 378コ

B(112)

底部は欠損。体部は内彎して立

ち上がる。口唇部は中央部が凹

み,内側にわずかに突出する。

口唇部,内・外面ともナデ整形。 砂粒・雲母

橙色

普通

5% P■ 2

2号堀(SD31)

―-513-―



図版番号 器  種 法量 (cm) 器形の特徴及び文様 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第406図

5

内 耳 土 器 A「280J

B(85)
厘部は欠損。体部は外傾して立

ち上がり,頸部から日縁部にか
けてわずかに内彎する。国唇部

は平坦で,内狽1に わずかに突出
する。耳接合部の外面はわずか

に膨らむ。耳は1か所残存。

口唇部,国縁部内・外面は横ナ
デ,他はナデ整形。

砂粒・雲母

にぶい褐色

普通

10% P109

6号堀 (SD35)

2   塚

第 1号塚 (第407・ 408図 )

本跡は, 2次調査区のG9区に確認された塚で,台地南縁に位置している。南西33mに は,第 1
号・ 2号堀を間に挟んで第 2号塚が存在している。

平面形は,西側が弧状に張出す扇形を呈し,長径11.lm。短径8,7mで,長径方向はN-86°一W
を指している。塚頂部の標高は29.06mで あり,北側の裾端部における現地表面との比高は2.06m

である。塚頂部から裾部にかけては,東側が緩 く傾斜する他は急な傾斜である。調査は,第407図
のように幅 lmの上層観察用ベルトを「 伴 」状に設定し,塚頂部から20cmずつ掘り下げていく方
法で実施した。

本跡は,周囲の現地表面から10～15cmほ ど上に残存する旧表土層 (黒褐色土)の上面に,暗褐
色土や褐色上を盛上して構築されており,主体は褐色上である。褐色土は色調や含有物により10
層に細分することが可能で,中量から多量のロームブロックゃ少量の黒色土ブロック等が含まれ
ており,水平及びブロック状に盛土されている。旧表土層の上面には,長径50伽・短径40cmの精
円形状に焼上の範囲が検出されていることから,構築の際に「清め」が行われたものと推定され
る。さらに,周溝の有無を確認するために,既設の上層観察ベルトを延長し,その他に補助ベル
トを設定した。この結果,上幅1.3m,下幅0。 2m,深 さ0.6mで,断面形が「y」 を呈する溝が裾
端部を廻るような形で検出された。しかし, この清は形状や規模等からは古墳に伴う周溝と考え

にくく,本跡の北側が以前に畑として利用されていたこと等から,根切 り溝と判断した。
遺物は,塚頂部北側の覆土上層から第409図 1の石製勾玉,同 じ北側の旧表土層から50cmほ ど上

位に短刀の一部と考えられる2～ 6の鉄製品が出上している。

本跡は当初,第 37号古墳として調査を進めてきたが,古墳に伴う埋葬施設である主体部,周溝 ,
埴輪等の遺物が検出されなかったことや盛上の状態等から,検討の結果,塚であると判断した。
時期を明確にすることはできないが,堀 との関係から長峰城跡に関連する物見塚としての性格を
もつものと思われる。

-514-
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第409図 第 1号塚出土遺物実測図

0              10Cm

第 2号塚 (第410・ 411図 )

本跡は, 2次調査区のG8区 に確認された塚で,台地南縁に位置している。北東33mに は,第 1

号・ 2号堀を間に挟んで第 1号塚が存在している。

平面形は,長精円形を呈し,長径17.5m,短径7.4mで,長径方向はN-36°一Eを指している。

塚頂部の標高は27.91mで あり,北側の裾端部における現地表面との比高は1.77mである。塚頂部

から裾部にかけては,南西側が緩 く傾斜する他は急な傾斜である。調査区域は,塚頂部を通過す

る地境線より北側の部分であり,塚全体の 3分の 1ほ どである。調査は,第410図のように幅 lm

の上層観察用ベルトを「 上 」状に設定し,第 1号塚の調査と同じ方法で,塚頂部から20cmずつ

掘り下げていく方法で実施した。

本跡は,暗赤褐色土,暗褐色土,極暗褐色土,褐色土を盛上して構築されているが,主体は褐

色土である。褐色土は色調や含有物により10層に細分することが可能であり,少量から多量のロー

ムブロック等が含まれている。さらに,周溝の有無を確認するために,既設の上層観察用ベルト

を延長して調査したが,周溝を検出できなかった。

遺物は,塚頂部北側の盛土上層から第412図 1の弥生式土器の壼胴部片や 2の上師器のミニチュ

ア土器が出土している。

本跡は当初,第38号古墳として調査を進めてきたが,古墳に伴う埋葬施設である主体部,周溝 ,

埴輪等の遺物が検出されなかったことや盛上の状態等から,検討の結果,塚であると判断した。

時期を明確にすることはできないが,堀との関係から長峰城跡に関連する物見塚としての性格を
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もつものと思われる。

|―
一

第412図 第 2号塚出土遺物実測・拓影図

第 2号塚出土土器観察表

図版番号 器  種 法量 (cln) 器形 の特徴及び文様 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第42図

1

壷

弥生式上器

B(77)
C 72

平底で,底部外面に木棄痕が見
られる。胴部は内彎して立ち上

がるが,中位以上は欠損する。

外面には付加条の縄文が施され

ている。

内面 はナデ整形。 砂粒・スコリア

浅責橙色

普通

20% P156

2

ミニチュア

土   器
土 師 器

A「 54」

B 2.5

C「30」

平底。体部は外傾して立ち上が

る。  .

内・外面とも覚ナデ整形。 砂粒

明褐灰色

普通

30% P157

―-520-



第 9節 遺構外出土遺物

当遺跡では,遺構以外からも若干の遺物が出上している。これらは,本来いずれかの遺構に伴

うものと思われるが,こ こでは安易な推測をさけ,実測図をもってその一部を紹介するに留めた。

咀ジ|| V
盛 12

第413図 遺構外出土遺物実測・拓影図-1
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遺構外出土土器観察表

図版 器 種 法量 (cm) 器形の特徴及び文様 手 法 の 特 徴 胎土・色調・焼成 備  考

第413図

1

弥生式上器

B(29)
C 64

底部から胴下半部にかけての破

片。平底。胴部は外反気味に立

ち上がる。胴部外面には付加条

の縄文が施されている。

内面は劉離が著しく,整形技法

不明。

砂粒

橙色

普通

5% P82
BlljO

2

立

弥生式上器

B(22)
C 53

底部から胴下半部にかけての破

片。平底で,底部外面には木葉

痕が見られる。胴部は外傾して

立ち上がる。胴部外面には付加

条の縄文が施されている。

内面 はナデ整形。 砂粒・パミス

橙色

普通

10% P100

D9dO

3

壷形土器

土 師 器
A196
B(100)

胴中央部以下は欠損。頸部は外

傾して立ち上がり,日縁部は複

合口縁で,国頸部の中位から外

反して開く。

内・外面とも箆ナデ整形後,赤

彩。

砂粒

暗赤褐色

普通

20% P80
ElldO

4

奏 形土 器

土 師 器
Aに 184」

B156
C 54

平底。胴部は内彎して立ち上が

り,最大径を中位に持つ。口縁

部は頸部から「く」の字状に外反

して開く。

内・外面とも日縁部は横ナデ,

胴部は箆ナデ整形。

石粒・パミス

明赤褐色

普通

60% P79
ElldO

5

甕形土 器

土 師 器
B(37)
C 78

底部から胴下半部にかけての破

片。平底。胴部は内弩気味に立

ち上がる。

内・外面とも箆ナデ整形。 砂粒・パミス

にぶい橙色

普通

5% P81
Ell■ 5

6

ミニチュア

土   器
土 師 器

A r5 8J

B 76
C 38

平底。胴部は内彎して立ち上が

り,最大径を下位に持つ。日縁

部は頸部から「く」の字状に外傾

して開く。

外面はナデ整形。内面は日縁部

がナデ,胴部は箆ナデ整形。

砂粒

にぶい橙色

普通

90% P97
E7il

7

重

須 恵 器

A 83
B(120)

胴部は欠損。国頸部は細く,緩

やかに外反して開く。国縁部は

上端が内傾し,断面三角形を呈

する。

巻き上げ成形。内・外面ともナ

デ整形。

細砂

明褐灰色

普通

20% P98

Dll区

8
須 恵 器

B(143) 半球状に形成した 2個体を接合

したと考えられる胴部片で,内

彎して立ち上がる。自然釉が付

着。

水挽き成形。内面はナデ整形。 細砂

褐灰色

普通

30% P92
Dllg。

9 須 恵 器

B(48) 頸部片。頸部はほぼ垂直に立ち

上がる。胴部との境に接合痕を

明瞭に残す。

巻き上げ成形。外面はナデ整形。 細砂

褐灰色

普通

5% P91
Dllge

皿

土師質土器

A 70
B 24
C 35

平底。体部は器厚を減じながら

外反気味に立ち上がる。日唇部

や口縁部の内・外面の一部に

タール状の付着物。

水挽き成形。体部は内・外面と

も横ナデ整形。底部は回転糸切

り。

砂粒

にぶい橙色

普通

90% P96
D10cl

11

皿

土師賃上器

A121
B 42
C 48

平底。体部は器厚を減じながら

外傾して開く。外面に弱いロク

ロ痕が残る。

水挽き成形。体部は内・外面と

も横ナデ整形。底部は回転糸切

り。

砂粒

にぶい橙色

普通

70% P78
D10e8

皿

土師質土器

A「 58」

B 19
C 29

平底。体部は器厚が厚く,外傾

して開く。

体部は内・外面ともナデ整形。

底部は回転糸切り。

砂粒・パミス

にぶい褐色

普通

50% P99
D10dI
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図版番号 器 種 法量 (cm) 器形の特徴及び文様 手 法 の 特 徴 胎土・色調 。焼成 備  考

第41〔

13

皿

土師質土器

A「 92」

B 31
C 44

平底。体部は器厚を減じながら

外傾して立ち上がり,中位で外
反して開く。日縁部内面の一部

に煤と思われる黒色の付着物。

水挽き成形。体部は内・外面と

も横ナデ整形。底部は回転糸切

り。

砂粒

にぶい橙色

普通

30% P77

Dloel

内耳 土器 A「260」

B(95)
底部は欠損。体部は内彎気味に

開いて立ち上がる。日唇部は平

坦で,内側にわずかに突出する。

口唇部,内・外面ともナデ整形。 砂粒・雲母

黒褐色

普通

20% Pl10

BT

遺構出土形象埴輪観察表

図版番号 種別・部位 形 態,整 形 技 法 等 の 特 徴 胎土,焼成等の特徴 色調 備  考

第44図

15

形 象埴輪

猪 ・ 顔

顔片で,耳は欠損しているが孔が一対見られる。
目は一対で箆状工具で木の葉形に穿孔している。国は鼻と一緒でほぼ丸く

開いている。外面ハケロ整形後,ナ デを加えているが一部にハケロ痕が残っ
ている。内面は輪積痕が明瞭に残り,指ナデ整形をしている。

砂粒・雲母を多量 ,

小礫・スコリアを極

少量含む。焼成は良

好。

橙色 DP95

表採

人物 埴 輪

美 豆 良
中実で断面形はほぼ楕円形の粘土棒の下端を,指で押圧して球に作った後
ナデを施している。接合部から推定すると左側美豆良である。

TdI砂・雲母を多量 ,

小礫を少量含む。焼

成は普通。  ´

橙色 DP264

C4b。

17

人物 埴輪

腕

腕で肩と接合する部分の左allの破片である。接合部が不明瞭ながら確認で

きる。肩付近から右前方へやや曲がっている。

全面箆ナデ整形をした後,ナデ整形。

砂粒・雲母多量に合

む。焼成は良好。

橙色 DP85

Dlod2

人 物 埴 輪

価   刀
人物埴輪の左側腰部に着装されていたと推定される。現存部は柄の部分で

ある。断面形はほぼ円形で,柄頭は倒卵形であったと思われるが,端部が
欠損している。

全面比較的丁寧なナデ整形。外側に当たる部分はナデの跡が火表となって

照りがある。

細砂・雲母を多量,

′蝶 を少量含む。焼

成は普通。

橙色 DP265

E7h2
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第10節 土器以外の出土遺物

本節では,当遺跡から出土した土器以外の遺物について,土製品,石器 。石製品,古銭,金属

製品に分けて,それぞれの法量及び特徴等を一覧表にまとめて掲載した。

1土 製 品

表13 土製品一覧表

図版番号 器  種
法 量  (cln)

孔  径     (cln) 重 量 (g) 出土地点 台帳番号 備 考

最大長 最大幅

第 7図 10 紡  錘  車 55 SI-1 DPl

第 15図 9 紡  錘  草 SI-5 DP2

第 19図 6 管 状 土 錘 63.8 SI-7 DP3

第23図 5 紡 錘  車 55 2 SI-9 DP5

第■5図 4 管 状 土 鍾 SI-14 DP6

第■5図 5 球 状 土 錘 SI-14 DP7

第■5図 6 球 状 土 錘 SI-14 DP8

第■5図 7 球 状 土 錘 SI-14 DP9

第■5図 8 管 状 土 錘 SI-14 DP10

第■5図 9 管 状 土 錘 0 55 SI-14 DPll

第■5図 10 球 状 土 錘 SI-14 DP12

第 143図 」 球 状 土 錘 SI-32 DP13

第145図 」 支 脚 152 SI-33 DP78

第218図 6 球 状 土 錘 SI-35 DP218

第147図 4 球 状 土 錘 SI-36 DP14

第224図 20 球 状 土 錘 SI-45 DP15

第224図 21 球 状 土 鍾 25 5 SI-45 DP16

第224図 22 球 状 土 錘 SI-45 DP17

第224図23 球 状 土 錘 SI-45 DP18

第224図 24 球 状 土 錘 SI-45 DP219

第 153図 2 不 明 SI-47 DP19

第 227図 15 球 状 土 錘 SI-48 DP20
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図版番号 器  種
法 量  (cm)

孔 径 (cln) 重 量 (g) 出土地点 台帳番号 備 考
最大長 最大幅

第227図 18 球 状 土 錘 2.7 SI-48 DP21

第227図 16 球 状 土 錘 07 SI-48 DP220

第227図 17 球 状 土 錘 (49) SI-48 DP221 一部破損

第229図 10 球 状 土 錘 SI-49 DP222

第 233図 18 球 状 土 錘 SI-51 DP22

第 233図 19 球 状 土 錘 SI-51 DP23

第 233図20 球 状 土 錘 (96) SI-51 DP24 一部破損

第233図21 球 状 土 錘 SI-51 DP25

第233図22 球 状 土 錘 SI-51 DP26

第233図23 球 状 土 鋒 SI-51 DP223

第157図 2 球 状 土 錘 (94) SI-52 DP27 一部破損

第157図 3 球 状 土 錘 SI-52 DP28

第157図 4 球 状 土 錘 (52) SI-52 DP224 一部破損

第157図 5 球 状 土 鍾 (51) SI-52 DP225 一部破損

第166図 6 球 状 土 錘 41 SI-69 DP29

第168図 2 球 状 土 錘 SI-72 DP30

第 77図■ 勾 玉 22 (30) SI-76 DP31

第177図 7 球 状 土 錘 SI-85 DP32

第177図 3 球 状 土 錘 25,7 SI-85 DP33

第180図 2 球 状 土 錘 27 1 SI-86 DP34

第239図 4 球 状 土 錘 SI-88 DP36

第239図 7 球 状 土 錘 (86) SI-88 DP37

第239園 5 球 状 土 錘 SI-88 DP38 一部破損

第239図 6 球 状 土 錘 SI-88 DP51

第241図 10 球 状 土 錘 SI-90 DP39

第241図■ 球 状 土 鍾 SI-90 DP40

第241図 12 球 状 土 錘 SI-90 DP41

第 241図 13 球 状 土 錘 SI-90 DP42

第 241図14 球 状 土 錘 SI-90 DP43

第241図 15 球 状 土 錘 SI-90 DP44
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図版番号 器  種
法 量  (cln)

孔 径 (cm) 重 量 (g) 出土地点 台帳番号 備 考

最大長 最大幅

第241図 16 球 状 土 錘 SI-90 DP45

第241図 17 球 状 土 錘 (118) SI-90 DP46 一部破損

第241図 18 球 状 土 錘 SI-90 DP47

第241図 19 球 状 土 錘 (78) SI-90 DP48 一部破損

第241図20 球 状 土 錘 (133) SI-90 DP49 一部破損

第241図 21 球 状 土 錘 (142) SI-90 DP50 一部破損

第184図 9 管 状 土 錘 SI-91 DP52

第 184図 10 管 状 土 錘 SI-91 DP53

第194図 14 紡 錘  草 SI-100 DP54

第 194図15 支 脚 598 8 SI-100 DP56

第 194図16 支 脚 SI-100 DP226

第92図 7 支 脚 100 8 SI-101 DP55

第95図 14 球 状 土 錘 SI-102 DP57

第97図 5 球 状 上 錘 (58) SI-106 DP58 一部破損

第202図 3 球 状 土 錘 (119) SI-108 DP59 一部破損

第205図■ 円 板 SI-1■ DP60

第99図 13 球 状 土 錘 SI-113 DP61

第99図 12 紡 錘 車 27 SI-113 DP62

第249図 9 球 状 土 錘 27 4 SI―■4 DP63

第249図 10 球 状 上 錘 SI―■4 DP64

第207図 1 球 状 土 錘 (73) SI-115 DP65 一部破損

第207図 2 土 器 片 錘 SI― ■5 DP66

第207図 3 土 器 片 錘 SI― ■5 DP67

第 101図 8 翼状形上製品 77 167.2 SI―■6 DP68

第 101図 9 球 状 土 錘 (41) SI-116 DP69 一部破損

第 251図 3 球 状 土 錘 SI-117 DP71

第 104図 12 翼状形土製品 25 0 808 4 SI― ■9 DP72

第 253図 8 球 状 土 錘 SI-122 DP73

第216図 30 支 脚 74 140 9 SI-124 DP74

第216図 31 支 脚 660 7 SI-124 DP75
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図版番号 器  種
法 量  (cm)

孔 径 (cm) 重 量 (g) 出土地点 台帳番号 備 考
最大長 最大幅

第216図 32 支 脚 775 8 SI-124 DP76

第217図33 支 脚 123 1026 7 SI-124 DP77

第217図34 支 脚 41 2 SI-124 DP92

第217図 35 勾 玉 11 02 SI-12盟 DP96

第 260図 8 球 状 土 錘 137 ST-3 DP35

第269図 18 球 状 土 錘 Tヽ1-1 DP98 一部破損

第269図 19 球 状 土 錘 TA/1-1 DP99

第 269図 20 球 状 土 錘 0 55 TWI-1 DPloo

第283図 1 紡 錘 車 61 33 (395) TM-4 DPlol 一部破損

第288図 1 球 状 土 鍾 0 55 TM-7 DPlo2

第 290図 4 紡  錘  草 (514) T卜1-8 DPlo3 一部破損

第 311図 32 球 状 土 錘 T�I-17 DPlo4

第321図 2 球 状 土 錘 07 TM-23 DPlo6

第323図 3 土 器 片 錘 30 Th41-24 DPlo7

第325図 1 紡  錘  草 (382) ThC-25 DPlo5 一部破損

第330図 2 球 状 上 錘 31 27 T�I-27 DPlo8 一部破損

第332図 1 球 状 土 鍾 T�[-28 DPlo9

第337図 2 球 状 上 錘 Tヽ1-30 DPlll

第341図 2 球 状 土 錘 07 TヽT-32 DPl12

第349図 42 球 状 土 錘 37 7 T�【-33 DPl13

第380図 2 球 状 土 鍾 36 38 2 SK-84 DP79

第376図 18 球 状 土 錘 31 SK-128 DP80

第384図 5 不 明 SK-178 DP81

第406図 6 球 状 上 錘 (119)
一

堀
ＳＤ

DP82

第 414図 19 球 状 土 錘 Dlocl DP83

第 414図 20 球 状 土 錘 Dlo11 DP84

第414図 24 管 状 土 錘 Dloec DP86

第414図 21 球 状 土 錘 Aト レンチ DP87

第414図25 管 状 土 錘 (349) Gト レンチ DP89
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図版番号 器  種
法 量  (cm)

子しぞZ(Cm) 重 量 (g) 出土地点 台帳番号 備 考

最大長 最大幅

第414図22 球 状 土 鍾 0 55 Gト レンチ DP90

第414図23 球 状 土 錘 Iト レンチ DP91

第414図 26 管 状 土 錘 21 Iト レンチ DP88

2 石器・石製品一覧表

表14 石器 。石製品一覧表

図版番号 器  種
法 量 (cln)

重 量 (g) 石   質 出土地点 台帳番号 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 7 図 11 砥 石 18 砂岩 SI-1 Ql

第 7図 12 砥 石 03 砂岩 SI-1 Q2

第 7図 13 砥 石 31 27 131 0 粘板岩 SI-1 Q3

第 19図 7 砥 石 12 砂岩 SI-7 Q4

第 121図 4 石 鏃 1 1 黒曜石 SI-17 Q5

第 141図H 浮 子 21 9 軽石 SI-31 Q85

第145図 5 浮 子 153 軽石 SI-33 Q6

第147図 6 砥 石 627 3 砂岩 SI-36 Q8

第147図 5 不 明 73 泥岩 SI-36 Q7

第38図 1電 敲 石 泥岩 SI-37 Q9

第 38図 15 敲 石 46 9 砂 岩 SI-37 Q10

第 149図 4 浮 子 軽石 SI-39 QH

第221図 7 紡 錘 車 16 滑石 SI-42 Q12

第 47図 16 砥 石 327 3 砂岩 SI-43 Q13

第 47図 17 凹 石 43 686 9 砂岩 SI-43 Q14

第 47図 18 石 皿 27 1916 4 砂岩 SI-43 Q15

第 224図 18 紡 錘 草 47 滑石 SI-45 Q16

第224図 19 紡 鍾  車 11 滑石 SI-45 Q17

第 227図 19 勾 玉 11 滑石 SI-48 Q18

第 229図■ 石製模造品 18 03 滑 石 SI-49 Q19

第 162図 1 砥 石 粘板岩 SI-66 Q20
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図版番号 器  種
法 量 (cm)

重 量 (g) 石   質 出土地点 台帳番号 備 者
最大長 最大幅 最大厚

第163図 1 砥 石 39 粘板岩 SI-67 Q21

第166図 5 浮 子 19 9 軽石 SI-69 Q22

第 71図 3 砥 石 15 7 916 4 砂岩 SI-70 Q23

第71図 4 石 皿 25 5 5892 3 砂岩 SI-70 Q24

第 74図 10 磨 石 70 407 0 砂岩 SI-73 Q25

第170図 7 浮 子 軽 石 SI-75 Q26

第174図 5 砥 石 462 5 砂岩 SI-82 Q27

第 84図 1 浮 子 81 軽石 SI-83 Q28

第 177図 9 管 玉 滑石 SI-85 Q29

第 177図 10 管 玉 14 05 10 滑石 SI-85 Q30 未製品

第177図 11 管 玉 13 04 滑石 SI-85 Q31

第178図 14 円 板 11 11 滑石 SI-85 Q32

第178図 15 勾 玉 07 滑石 SI-85 Q33 未製品

第 178図16 勾 玉 10 03 滑石 SI-85 Q34 未製品

第177図 12 管 玉 19 滑石 SI-85 Q35

第177図 13 管 玉 23 07 07 滑石 SI-85 Q36 未製品

第241図22 砥 石 泥岩 SI-9o Q37

第241図23 紡  錘  草 14 滑石 SI-9o Q38

第241図24 管 玉 12 滑石 SI-9o Q39

第88図 6 紡 錘 草 14 25 2 滑石 SI-92 Q40

第 90図 4 磨 石 189 4 砂岩 SI-98 Q41

第 195図17 砥 石 171(kg 砂岩 SI-loo Q42

第198図 3 管 玉 14 滑石 SI-104 Q43

第198図 壇 浮 子 55 軽石 SI-104 Q44

第245図 7 紡 錘 草 48 14 滑石 SI-105 Q45

第249図■ 石 斧 14 シ,レ ト岩 SI-114 Q47

第104図 15 磨 石 392 1 砂岩 SI― ■9 Q48

第104図 14 砥 石 246 4 砂岩 SI― H9 Q49

第104図 13 砥 石 41 336 0 斑れい岩 SI-119 Q50

第106図 4 石敲 325 5 泥岩 SI-120 Q51
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図版番号 器  種
法  量  (cm)

重 量 (g) 石   質 出土地点 台帳番号 考備

最大長 最大幅 最大厚

第258図 9 勾 玉 17 56 0 滑石 SI-122 Q46

第298図22 石 鏃 19 14 黒曜石 TⅣI-12 Q73

第298図23 不 明 52 07 砂岩 ThI-12 Q74

第311図 33 砥 石 27 凝灰岩 TM 17 Q56

第311図 34 ナ  イ  フ 頁岩 TM-17 Q75

第323図 4 砥 石 2 4 粘板岩 T�l-2コ Q57

第341図 3 有 孔 円 板 滑石 Tヽ1-32 Q76

第349図 44 石 斧 15 泥岩 T�I-33 Q58

第349図43 砥 石 砂岩 TM-38 Q77

第352図 4 砥 石 18 凝灰岩 ThI-35 Q59

第380図 3 砥 石 砂 岩 SK-18 Q53

第376図 19 剣 片 19 黒曜石 SK-156 Q52

第397図 2 砥 石 21 粘板岩 SD-8 Q79

第397図 1 砥 石 112 3 粘板岩 SD-8 Q80

第 397図 4 砥 石 46 78_7 砂岩 SD-8 Q81

第397図 5 砥 石 15 粘板岩 SD-8 Q82

第 397図 3 砥 石 31 11 6 砂岩 SD-8 Q83

第397図 6 石 斧 75 353 9 硬砂岩 SD-19 Q55

第406図 7 砥 石 72 16 粘板岩 堀 3(SD13) Q54

第409図 1 勾 玉 碧玉 SA-1 Q60

第414図27 敲 石 23 101 2 砂岩 B4g5 Q61

第414図 28 砥 石 13 凝灰岩 C4c7 Q84

第414図29 砥 石 凝灰岩 C10g。 Q65

第414図 30 砥 石 凝灰岩 D10e2 Q62

第415図 34 凹 石 290 3 粘板岩 D10iO Q67

第415図 37 石 鏃 17 18 黒曜石 D10i04 Q63

第415図38 石 鏃 12 04 チャート D1013- Q64

第 415図39 石 鏃 15 チャート F10b4 Q71

第 415図40 石 鏃 10 黒曜石 F10b4 Q72

第 414図 31 石砥 15 25 凝灰岩 Bト レンチ Q78
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図版番号 器   種
法 量 (cm)

重 量 (g) 石  質 出土地点 台帳番号 備 考
最大長 最大Is 最大厚

第 414図32 砥 石 77 5 凝灰岩 Gト レンチ Q66

第 414図33 砥 石 79 382 5 砂岩 Kト レンチ Q68

第 415図35 石 皿 345 3 粘板岩 Kト レンチ Q69

第 415図36 石 斧 46 18 55 3 砂岩 Mト レンチ Q70

3古 銭

4 金属製品

表15 古銭一覧表

図版番号 名 称 素材 初 鋳 年  (西暦) 鋳造地 出土地点 台帳番号 備 考

第269図 21 寛 永 通 費 銅 寛 保 2年 (1742) 日本 Tヽ1-1 M45

第269図 22 寛 永 通 費 鋼 寛 永 13年 (1636) 日本 TM-1 h146

第269図 23 寛 永 通 費 飼 寛 永 13年 (1636) 日本 T卜1-1
“

V147

第283図 2 文 久 永 費 銅 文 永 3年 (1863) 日本 T�I-4 M48

第303図 3 聖 宋 元 宝 銅 建中靖国元年 (1101) 北宋 TM-16 卜149

第312図36 寛 永 通 費 銅 寛 永 13年 (1686) 日本 TM-17 �151

第312図37 洪 武 通 費 銅 洪 武 元 年 (1368) 明 T�I-17 1ヽ52

第 335図 2 寛 永 通 費 銅 寛 保 元 年 (1741) 日本 TM-29 卜153

第 354図 2 永 楽 通 費 銅 天 正 15年 頃 (1587) 日本 Tヽ1-36 lV154

第 376図24 寛 永 通 費 銅 寛 保 元 年 (1741) 日本 SK-48 �155

第 416図54 半 銭 飼 明 治 17年 (1884) 日本 トレンブ M56

第 416図 55 永 楽 通 費 銅 天正 15年 頃 (1587) 日本 表採 h/157

第 416図56 □ 楽 □ □ 銅 E7i8 M58 欠 損

表16 鉄製品一覧表

図版番号 器種 材質

法 量  (cm)
重量 (g) 出土地点

帳
号
台
番 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第 147図 7 楔 鉄 13 SI-36 h416 断面長方形。全体的に扁平。

第147図 8 楔 鉄 22 0 22 1234 SI-36 M7 断面長方形。

-534-



図版番号 器種 材質

法 量  (cm)
重量 (g) 出土地点

帳
号
台
番 備 考

最大長 最大幅 最大厚

第281図 35 鉄鏃 鉄 77 TM-3 M29 刃部の断面形は角形で先端部は鋭角。茎部の断面形
は四角。

第281図86 短刀 鉄 73 2 Tav【 -3 1ヽ30 断面形三角。刀身の一部で両端は欠損。

第294図 1 不明 銅
最大外径
「74J
最大内径
「69」

Tヽ1-11 卜131 断面円形。環状を呈する。

第298図 24 楔 鉄 71 08 Tヽ征-12 卜(32 断面角形。頭部は折れ曲がる。

第312図35 不明 鉄 12 2 11 1 02 159 9 T�I-17 M34 断面形が浅い椀状を呈する部分に半円形の短い柄が
装着。

第350図 46 短 刀 鉄 163 9 TM-33 卜135 断面三角形。茎部は欠損。

第349図 45 鎌 鉄 07 61 3 TM-33 �137 先端部及び柄装着部は欠損。

第 376図20 楔 鉄 13 05 SK-85 卜11 断面長方形。頭部は折れ曲がり,先端部は欠損。

第 376図21 不明 鉄 26 6 SK-148 �13 断面円形。棒状を塁する。

第376図 22 不明 金銅 03 SK-148 卜(4 断面円形。先端部は鋭角。

第376図23 鎌 鉄 SK-176 �15 先端部は欠損。

第409図 2 短刀 鉄 65 17 SA-1 1ヽ39 断面長方形。茎部。目釘穴 2か所。

第409図 3 短刀 鉄 SA-1 1ヽ40 断面三角形。刀身の一部で両端は欠損。

第409図 4 不 明 鉄 07 SA-1 �生41 断面菱形。剣か。

第409図 5 短 刀 鉄 SA-1 Iヽ142 刀身の一部。

第409図 6 短刀 鉄 SA-1 1ヽ43 刀身の一部。

第415図 41 鎌 鉄 53 1 AT �19 先端部と柄装着部の一部は欠損。

第415図 42 不明 鉄
BT(CloJ9
～Cllgl)

Mlo 三角形状を呈する。健金か。

第415図43 不明 鉄 27
BT(C10g2
-Cllgg

(ヽ12 断面菱形。剣か。

第416図 44 鎌 鉄
GT(D9bO
～D9i。

卜113 先端部及び柄装着物は欠損。

第416図 45 釘 鉄 42 HT(D10bO
ゥヽD101。
M14 断面四角形。

第416図 46
鎌
(小形)

鉄 Dlod2 M20 先端部は欠損。

第 416図 47 煙管 祠・銀 19 1 31 7 D10e6 卜〔21 すべて金属製で,火皿及び吸口部は銀,羅宇は銅製。

第 416図 48 鎌 鉄 07 07 Ellhl 1ヽ22 柄装着部は欠損。

第 416図 49 煙管 銅 表採 征ヽ23 雁首部。火皿は椀状を呈す。

第416図 50 不 明 鉄 44 表採 M24 口縁部片。鉢か。

第 416図 51 釘 鉄 表採 �【25 断面四角形。頭部は折れ曲がる。

第416図 52 短刀 鉄 表採 卜126
断面三角形。平造で切先をわずかに欠損。鎌倉時代
か 。

第416図 53 太刀 鉄 315 6 DllhI M27 断面三角形。鏑造で茎部は欠損。鎌倉時代か。
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立早第 とま

当遺跡において検出された遺構は,竪穴住居跡 (竪穴遺構を含む)124軒,掘立柱建物跡 1棟 ,

古墳35基,塚 2基,堀 7条,溝28条,土坑178基等である。竪穴住居跡及び竪穴遺構の内訳は,弥

生時代51軒,古墳時代68軒,時期不明 5軒である。なお,上坑には21基の粘土貼り上坑,12基の

壁溝のある土坑, 2基の地下式元が含まれている。

遺物は,縄文時代早期の茅山式の土器片,弥生時代中・後期,古墳時代前 。中期の上器及び土

器片,古墳に伴う埴輪片等が出上している。その他,石器・石製品,土製品,鉄製品,陶磁器片

及び古銭等が出上している。

以上のことから当遺跡は,断続的ではあるが縄文時代から古墳時代までは生活が営まれ,その

後,古墳が築造され,さ らに,中世には城館の一部として使用された複合遺跡であるといえる。

なお,調査の概要と各遺構・遺物等については前述したので,こ こでは調査によって明らかに

なった事実と問題点について述べることにする。

第 1節 弥生時代の住居跡と遺物

弥生時代の住居跡は,第 1～ 10・ 23・ 25・ 29・ 30・ 34・ 37。 38・ 40・ 41・ 43・ 44・ 53・ 54・ 55・

58・ 59・ 61・ 62・ 63・ 64・ 65。 68・ 70・ 73・ 74。 76・ 79ハV81・ 83・ 84・ 92・ 98・ 101・ 102・ 106・

113・ 116・ 119。 120。 125号住居跡の51軒である。以下,こ れらの住居跡について検討してみたい。

なお,第63号住居跡は壁等が削平されていて,ピ ットと炉の一部だけが検出され,正確な時期は

不明であるが,当遺跡の 5本の柱穴を残している住居跡と酷似していることから,該期のものの

可能性のある住居跡である。

当遺跡の住居跡の時期を,出土土器から検討してみると5つ の時期に分けることができる。最

初は,中期後葉に位置づけられる第73・ 116・ 119号住居跡の 3軒である。これらの住居跡は,千

葉県内で出上している宮ノ台式上器の影響を受けている長頸壷と,口唇部が指頭の押圧によって

小波状を呈する甕が,床面もしくは床面直上から出土している。次いで,後期前葉に位置づけら

れる第40・ 43・ 79号住居跡の3軒である。これらの住居跡からは,南関東系の久ケ原式上器の影

響を受けて,胴部を三本の沈線で山形に区画し,区画内に方向を変えながら縄文を充填し,その

山形文の上下へ朱を施している朱彩重片が床面から出上している。次に,後期中葉に位置づけら

れる第 1・ 5・ 8～ 10・ 23・ 34・ 58・ 61・ 64・ 65。 76・ 81・ 106・ 113号住居跡の15軒である。こ

れらの住居跡からは,茨城県の長岡式上器の影響を受けている複合口縁で,頸部を無文帯,も し

くはそこへ櫛描文を施している土器または土器片が,床面もしくは床面直上から出土している。
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続いて,後期後葉に位置づけられる第41・ 53・ 84・ 92・ 101・ 102号住居跡の 6軒である。これら

の住居跡は,長岡式系と上稲吉式の影響を受けている土器を出土している。最後に,弥生時代終

末期に位置づけられる第 4・ 83・ 120号住居跡の 3軒である。これらの住居跡は,十三台式上器と

併行期と思われる,上稲吉式上器の影響を受けた瘤を 1～ 2個単位で貼付している土器または土

器片を床面もしくは床面直上から出土している。また,出土土器が少なく正確には時期を特定で

きなかった住居跡は21軒である。

住居跡の 1軒当りの占める面積を平均化してみると,中期後葉の住居跡は30.Om2,後期前葉の

住居跡は21m2,後期中葉の住居跡は22.4m2,後期後葉の住居跡は16.Om2,後期後葉の終末期の住

居跡は16.7m2と なり,中期の住居跡が大きく,後期になると次第に小さくなる傾向が見られる。

また,51軒の住居跡の床面積を割合でみると,10m2以下のものは51軒中 5軒で10%,■～20m2の

ものは51軒中18軒で36%,21～30m2の ものは51軒中16軒で32%,31m2以上のものは51軒中 7軒で

14%,計測不可能なものは51軒中 4軒で 8%である。このことから当遺跡の 1軒の住居跡面積は,

大よそ20m2前後のものが平均的なものである。

住居跡の形態のうち貯蔵穴と5本目の支柱穴に注目してみると,以下のような共通する特徴が

見られる。それらは, 4本の主柱穴を持ち,さ らに出入口に関すると思われる比較的浅 くて小規

模な5本目の支柱穴を持ち, この支柱穴と壁の間がややや凹んで,底面が良く締まった貯蔵穴を

壁際に構築していることが第 1・ 2・ 3・ 4・ 5・ 76・ 101・ ■3号住居跡にみられる。また,前

述の住居跡と似ているが,貯蔵穴の位置が 5本目の支柱穴の横で,壁に接して付している第 6・

7・ 9・ 34・ 37号住居跡である。この特徴から推測すると,後期中葉 (第 1・ 5。 9。 34・ 76・

113号住居跡)から後期後葉 (第101号住居跡),そ して後期後葉の終末期 (第 4号住居跡)へとそ

の特徴が受けつがれているものと思われる。なお,出土遺物から時期の特定ができなかった第 2・

3・ 6・ 7・ 37号住居跡も上記の特徴を有している。

住居跡を平面形状から見た場合,中期後葉の住居跡は第73号住居跡が隅丸方形,第 116号住居跡

が隅丸長方形,第■9号住居跡が楕円形である。後期前葉の住居跡は第40・ 43号住居跡が隅丸方形 ,

第79号住居跡は不明である。後期中葉の住居跡は,隅丸長方形が第 1・ 8・ 61・ 76・ 106・ ■3号

住居跡の 6軒で21軒のうち28%を 占める。隅丸方形は第 5。 9・ 34・ 58・ 64・ 81号住居跡の 6軒

で21軒のうち28%である。その他,長方形が第23号住居跡,不整方形が第65号住居跡である。こ

の事から,後期中葉の住居跡の平面形は隅丸長方形と隅丸方形が大半を占めていることがわかる。

後期後葉の住居跡は隅丸長方形が第41・ 102号住居跡の 2軒,隅丸方形が第53・ 84号住居跡の 2軒 ,

不整円形が第101号住居跡,不明が第92号住居跡である。後期後葉の終末期の住居跡は,隅丸長方

形が第 4・ 120号住居跡,隅丸方形が第83号住居跡である。以上のことから,弥生時代の住居跡の

平面形は,大部分が隅丸の長方形もしくは方形であるといえる。
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長軸方向をみると,中期後葉の住居跡は,3軒 ともN-49°～62°一Wの方向を指している。後期

前葉の住居跡は,第79号住居跡が不明であるが,他の 2軒はN-14°一Wと N-38° 一Wを指してい

る。後期中葉の住居跡は, 9軒がN-6°～74° 一W, 5軒がN-18°～89°一Eを指し, 1軒が円形

のために方向が不明である。後期後葉の住居跡は,4軒がN-24°～71°一Wを指し,1軒が不整円

形のため, 1軒が規模等が不明確なために不明である。後期後葉の終末期のものは3軒ともN―

14°～84°一Wを指している。

地床炉についてみると,中期後葉,後期前・中・後・後葉の終末期の住居跡はいずれも1基の

地床炉をもっており,床面の中央部付近に床面をそのまま使用したり,やや凹めて使用している。

また,後期中棄の住居跡についても同様のことがいえるが,第61号住居跡は地床炉を2基設置し

ている。炉を持たない第10・ 34・ 53・ 92号住居跡の 4軒は,貯蔵穴も設置しておらず,他の住居

跡と趣を異にしているものである。

火災に逢ったと思われる住居跡は,中期後葉のものは無く,後期前葉のものは3軒中 1軒,後

期中葉のものは15軒中 5軒,後期後葉のものは6軒中 3軒,後期後葉の終末期のものは無い。

出土遺物の分量についてみると,多・少の相違はあるが,全住居跡から弥生式上器片が出土し

ており,完形品も少量出上している。主なものとしては,壷・広口壷 。甕 。鉢・手捏ね土器等で

ある。出土量の多かつた住居跡は,第 1・ 5・ 6・ 7・ 9・ 40・ 43・ 65。 73・ 76・ 92・ 101・ 102・

113・ 119号住居跡で95点以上である。少なかった住居跡は,第 8・ 10・ 25。 29・ 38・ 61・ 74・ 79・

80・ 81・ 83・ 98・ 125号住居跡で19点以内であった。また,壷 。広口壼 。甕・鉢,その他の個体数

を住居跡ごとに一覧表 (表18)に した。この表を見ると,大部分の住居跡から壷か広口重が 1個

体以上出土していることがわかる。なお,中形の広口壺には煤が付着しており,煮炊に使用した

ものと思われる。また,それ以外の貯蔵用と思われる壺,大形の広口重と甕を持つ住居跡の数が

少ないことも特徴である。

その他,翼状形土製品としたブーメラン状の上製品は,中期後葉とした第116・ 119号住居跡の

炉内から出上している。第119号住居跡から出上したものは,2つに分かれていたが 1つに復元出

来て,長さ25cm,最大幅8.lcm,重量808.4gでぁった。第■6号住居跡のものは破片であり,現存

長7.7cla,最大幅8.Ocm,重量167.2gでぁる。これらの上製品は五徳的支脚のようなものか,炉の

囲い的なものか,枕石的なものと思われるが,数や形からすれば支脚や炉の囲いでは数が足りな

く形も異様で用を足さないと思われる。炉内に置いて薪等を効率良く燃やすために置かれた枕石

的土製品と考えるのが妥当と思われる。なお,当遺跡の西側5.9huに ある成沢遺跡の古墳時代前期

の第12号住居跡から出上した翼状形土製品 (現存長20。 4cm・最大幅8。 2cm)が同様のものと思われ

る。

紡錘車は,石製のものが第92号住居跡から1点 (古墳時代の 5軒の住居跡から6点),上製のも
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のが第 1・ 5。 9・ 113号住居跡から各 1点 (古墳時代の住居跡から1点)が出上している。この

ことから,後期中葉の住居跡では,土製品の紡錘車が主流を占めていたことがわかる。また第25

号住居跡から出上した土器の底部には,布目痕が残っていることから織物が存在していたことが

裏づけられる。

土錘は,球状土錘が第102・ 106・ ■3・ 116号住居跡の4軒から各 1点 (古墳時代の住居跡は21

軒から55点),管状土錘は第 7号住居跡から1点 (古墳時代の住居跡 2軒から5点)が出上してい

る。

浮子は,第83号住居跡から1点 (古墳時代の住居跡 6軒から各 1点)力S出上している。

上器片錘は,弥生時代の住居跡からの出土はなく,古墳時代の住居跡 1軒から2点が出上して

いる。このことから,上記の 3種類の遺物が漁業に関するものであるとすれば,当遺跡の弥生時

代は,古墳時代よりも遺物の比較において,漁業に関する生業は少なかったと推測される。

砥石は5軒から8点,石皿は第43・ 70号住居跡から各 1点,凹石は第43号住居跡から1点が出

上している。

以上の事柄を整理してみると,中期後葉の 3軒の住居跡は,宿ニノ谷の東側台地にあって当遺

跡内では比較的大きい住居跡であり,遺物は宮ノ台式の系譜をもつ土器を使用している。また,

複合口縁部をもつ土器は全 く出土していないことから考えると,茨城県北方面からの影響が比較

的薄い時期に生活を営んだものと考えられる。次いで,後期前葉の 3軒の住居跡は,宿ニノ谷の

東側台地に 1軒,西側の台地に2軒が検出された。遺物は,南関東系の久ケ原式上器と併行期に

位置づけられる土器をもつ住居跡である。後期中葉の15軒の住居跡は,宿ニノ谷をはさむ両台地

に検出された。遺物は,長岡式系の系譜をくむと思われる土器をもつ住居跡である。後期後葉の

6軒の住居跡は,宿ニノ谷をはさむ両台地に検出された。遺物は,長岡式系と上稲吉系の系譜を

くむと思われる土器をもつ住居跡である。後期後葉の終末期の 3軒の住居跡は,宿ニノ谷の東側

台地に 1軒,西側の台地に 2軒が検出された。遺物は,上稲吉式系の上器をもつ住居跡である。

以上,当遺跡を概観したが,弥生時代中期後葉から後期後葉の終末期にかけて,竜ケ崎市東部

の長峰台地において,南関東系と北関東系の上器様相を徐々に吸収しながら生活を展開し,弥生

時代から古墳時代の前期へと受け継いでいったものと考えられる。
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表17 住居跡内出土主要土器一覧表

底部径と数 (数字は底部の径を表す)底部径と数 (数字は底部の径を表す)
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第 2節 古墳時代の住居跡と出土遺物

1.土器について

当遺跡からは,縄文・弥生・古墳時代の上器,中世の上器や陶器等が出上しているが,本節に

おいては,古墳時代の土器について,住居跡出上の資料を中心に,従来の編年資料等を参考にし

ながら全体を次の 2群に分類し,その概略を述べることにする。

第 1群 古墳時代前期の上器

第 2群 古墳時代中期の上器

第 1群土器 (第419・ 420・ 421・ 422図 )

第 1群土器は,古墳時代前期の五領期に比定される土器群である。本群に属する土器は,51軒

の竪穴住居跡と第 3号竪穴遺構から出上したものであり,本節で扱う土器類のなかでは最も出土

量の多いものである。

当遺跡出土の前期の上器をみると,甕形土器・台付甕形土器の口唇部に刻目が認められないも

のが主体であること,靖形土器と器台形土器が存在すること,高不形土器の脚部が「ハ」の字状

を呈すること,ハケロ整形より箆ナデ整形が優勢であること等の特徴があげられる。これらのこ

とから,当期は,器形の整形技法においては箆ナデ整形が主たる段階,増形土器と器台形土器の

セットが明らかになる段階,安定した器種を含む段階であり,五領期を I～ III期に分けて考えて

みると,五領H期の範疇にあるものと思われる。しかし,該期の上器の中には,口唇部に刻目が

施されている甕形土器,半球状の不部に大きく裾広がりになる脚部がつく高不形土器など,古い

様相の残るものが認められることから新旧の時間差が考えられるので,五領 H期をある程度時間

的な幅をもたせて古い段階・新しい段階の 2類に分類した。

第 1類 (第419・ 420図 )

本類は,第 12・ 15。 28・ 31・ 46・ 56・ 69・ 75・ 82・ 91号住居跡 。第 3号竪穴遺構出上の上器を

中心に,第 13・ 17・ 36・ 94号住居跡出上の上器を補って設定した。器種としては,甕形土器・小

形甕形土器・台付甕形土器・壺形土器・脚付壺形土器 。坑形土器・高不形土器・器台形土器等が

ある。本類は,甕形土器の口唇部に刻目を有する点や,高不形土器の邦部が半球状のもの,及び

口唇部に内削ぎが認められること等から,古墳時代前期の中葉でも古い段階に位置付けられるも

のと思われる。

甕形土器は,胴部が球形状のもの (1～ 4・ 12),中位よりやや上の張りが強いもの (5～ 9)

があり,国縁部は頸部から「く」の字状に外傾または外反して開くものである。口唇部には,古
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い様相である刻目を有するもの (2・ 7・ 10・ ■)や内・外面からの押圧により小波状を呈する

もの (6)力 存ゞ在している。器外面は,箆ナデ整形を施すものが主体であるが,ハケロ整形のも

の (4・ 11・ 12)も わずかに認められる。小形甕形土器には,胴部が球形状のもの (13～ 15),中

位よりやや上の張りが強いもの (16・ 17)がある。日縁部は,頸部から外反または外傾して開く

ものの他に,内彎して開くもの (15)や直立気味に開くもの (17)がある。器外面は,国縁部が

ナデ,打同部は箆ナデ整形が施されているものの他に,ハケロ整形のもの (14・ 16)も みられる。

壷形土器 (18・ 19)は ,主に口頚部付近が出上し,いずれも単回縁で頸部から外反または外傾し

て開くものである。脚付壷形土器 (20)は,球形の胴部に「く」の字状に上位で角度をかえて外

傾する回縁部が付き,脚台部は「ハ」の字状に開くものである。器外面は,箆ナデ整形後に赤彩

が施されている。台付甕形土器は,脚台部が欠損しているために器形全体を窺うことはできない

が,胴部が球形状のもの (21)と 中位よりやや上の張りが強いもの (22～24)がある。口縁部は,

頸部から外傾または外反して開くものであるが,(21)は 日縁部に輪積痕を残す古い様相の残るも

のである。器外面には,口縁がナデ,胴部は箆ナデ整形のもの (22・ 24)と ハケロ整形のもの (21・

23)がみられる。坑形土器 (25・ 26)は ,平底の底部から口縁にかけて内彎して開くもので,器

外面は箆ナデ整形が施されている。高郷形土器には,不部の下位に稜をもち内彎して大きく開く

もの (27・ 28),稜 をもたずに内彎して開く半球状のもの (29。 30)と 中位から強 く外反して開く

もの (31)がある。日唇部に内削ぎが認められる (28)や邦部が半球状を呈する (29・ 30)は ,

古い様相が残るものである。脚部は,「ハ」の字状に開くものの他に,ラ ッパ状に大きく開いて裾

広がりになる古い様相の残るもの (29)がみられる。器外面は,箆ナデや箆磨きの他に,ハケロ

整形のもの (27)も みられる。器台形土器には,器受部が外傾して開くもの (32～ 34)と 内彎気

味に開くもの(35・ 36)がある。脚部は「ハ」の字状に開き,日径と脚部底径の比率は 1:1.1～ 1.3,

器受部高との脚部高との比率は1:2.8～4.8で,全体的に脚部高の高いものである。

第 2類 (第421・ 422図 )

本類は,第 16・ 18・ 24・ 33・ 39・ 50・ 85・ 100・ ■1・ 123・ 124号住居跡出上の土器を中心に,

第14・ 21・ 22・ 26・ 27・ 32・ 47・ 72・ 78・ 95。 103・ 104。 108・ ■8号住居跡出上の土器を補って

設定した。器種としては,奏形土器・小形甕形土器・台付甕形土器・壺形土器 。小形重形土器・

坑形土器・姑形土器・高邪形土器・器台形土器・炉器台形土器・甑形土器等がある。なお,こ れ

らの中には,第 1類のものと共伴している例も認められる。本類は,奏形の口唇部に刻目が認め

られないこと,高不形土器の脚部が「ハ」の字状を呈していること,靖形土器 と器台形土器が存

在すること,器種も多種で安定した段階であることなどから,古墳時代前期の中葉でも新しい段

階に位置付けられるものと思われる。
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第 1群土器第 1類-2
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甕形土器は,胴部が球形状で,日縁部は頸部から「く」の字状に外反して開くものである。器

外面は,全体にハケロ整形が施されるもの (37～ 40)と ナデ整形によってハケロが部分的に消さ

れるもの (41～43)がみられる。(43)は ,器外面に赤彩が施されているものである。小形甕形土

器 (44)は,胴部の中位よりやや上の張りが強いもので,回縁部は頸部から「く」の字状に外反

して開くものである。器外面は,箆磨き整形が施されている。台付甕形土器には,胴部が球形の

もの (45・ 46)と 中位よりやや上に最大径をもつもの (47)があり,日縁部は頸部から外反して

開き,脚台部は「ハ」の字状に開くものである。器外面は,全体にハケロ整形が施されている。

壷形土器には,胴部が球形のもの (48・ 49)と やや下膨れのもの (50・ 51)がある。日縁部は複
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合口縁が主体であり,頸部から「く」の字状に外傾するもの (48)や外反するもの (49)の他に,

頸部が垂直気味に立ち上がり口縁部で外傾して開くもの (50～ 52)がみられる。(53)は ,有段口

縁を呈するものである。器外面は,主に口縁部がナデ,頸部はナデや箆磨き,胴部は箆ナデ整形

が施されている。小形壺形土器には,胴部が馬平な球形状のもの (54・ 55)と球形のもの (56)

があり,日縁部は,頸部から「く」の字状に外傾して開くもの (56)と垂直気味に外反して開く

もの (54)がある。器外面は,箆ナデ整形が施されている。塊形土器は,いずれも平底の底部を

有するもので,口縁部にかけて内彎して開くもの (57・ 58),口縁部で外反して開くもの (59)が

ある。器外面は,箆磨き。箆ナデ整形が施されている。姑形土器は,出土量が器種全体に占める

割合の高い器種である。胴部は,馬平な球形状のもの(60・ 61),胴部の上位が強く張るもの(62),

内鸞して立ち上がるもの (63・ 64)の 3種類があり,回縁部は,頸部から内彎して開くものと「く」

の字状に外傾して開くものがある。器外面は,主に箆磨き整形が施されている。高不形土器は,

不部の下位に稜をもち内彎して大きく開くもの(65～ 67)が主体であるが,稜をもたないもの(68)

もある。脚部は「ハ」の字状に開くものが主体であるが,ラ ッパ状に開き裾広がりになる古い様

相の残るもの (67)も 存在する。器外面は,箆磨き整形が施されている。器台形土器 (69～ 71)

は,第 1類に比べて脚部底径が広くなり全体的に裾広がりの傾向が強く窺えるものであるが,(72)

のように第 1類の様相が残るものもみられる。器外面は,箆磨き整形が施されている。炉器台形

土器 (73)は ,上位で強く内彎する器受部に,「ハ」の字状に大きく広がる脚部が付 く厚手のもの

である。器外面は,箆ナデ整形が施されている。甑形土器 (74)は ,破片であるために器形全体

を窺うことはできないが,日縁部は複合口縁を呈するもので,残存部からは直線的につばまって

いき,鉢形を呈するものと推定される。器外面は,日縁部がナデ,胴部は箆ナデ整形が施されて

いる。

第 2群土器 (第423・ 424図 )

第 2群土器は,古墳時代中期の和泉期に比定される土器群である。本群に属する土器は,16軒

の竪穴住居跡内から出上したものであるが,前期に比べて遺物の出土量は少ない。ここでは,器

形や整形技法,器種の構成等から, 2類に分けて解説する。

第 1類 (第423図 )

本類は,第48・ 51・ 71・ 105。 114号住居跡出上の上器を中心に,第77・ 88・ 112号住居跡出上の

土器を補って設定した。器種としては,甕形土器・壷形土器 。小形重形土器・靖形土器 。坑形土

器・高不形土器・甑形土器がある。本類は,後述する第 2類の上器群よりも甕形土器の回縁部形

態に古い様相を残していること,高不形土器 。姑形土器の器種全体に占める割合がこれまでより

多いこと等から,中期の前半に位置付けられるものと思われる。
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第 1群第 2類-2
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第422図 土器分類図 (4)

甕形土器には,胴部が下膨れのもの(75),や や長胴化するもの(76),扁平な球形状のもの(77)

等がみられる。口縁部は,頸部から「く」の字状に外傾して開くものが主体であるが,(78)の よ

うに内彎して開くものもある。器外面は,日縁部が横ナデ,胴部は箆ナデ整形が主に施されてい

る。壷形土器は,回縁部を欠損しているため器形全体を窺うことはできないが,胴部が球形のも

の (79)と長胴化するもの (80)が認められる。底部は突出した平底で,整形は甕形土器と同じ

である。小形壷形土器には,胴部が扁平な球形状のもの (81)と球形のもの (82)があり,口縁

部は頸部から「く」の字状に外傾して開くものである。器外面は,箆ナデ整形が施されている。

増形土器は,前述したように器種全体に占める割合が多い土器であり,胴部が球形のもの (83),

胴部上位が強 く張るもの (84),珠算玉のように扁平な球形状のもの (85・ 86)等がみられる。口

縁部は,頸部から「く」の字状に内鸞して開くものである。坑形土器 (87)は,平底の底部から

内彎して立ち上がり,口縁部がわずかにつまみ上げられて直立するものである。器外面は,日縁

部が横ナデ,体部は箆磨き整形が施されている。高不形土器は,姑形土器と同じく器種全体に占

める割合が多い土器であり,不部下位に稜を持つのが一般的であるが,膨みを持つもの (88)も

68
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みられる。邦部は外傾して開くものが一般的であるが,(89)の ように外反気味に開くもの,(90)

のように内彎して開くものもある。脚部の形態については,「ハ」の字状に開くもの (90),ラ ッ

パ状を呈し裾部が緩やかに広がるもの (88・ 91),筒状を呈し裾部で外傾して開くもの (89・ 92)

と外反して開くもの (93)等が存在する。器外面は,郷部が箆ナデ,脚部は箆削り整形が施され

ている。本類における高不形土器は.形態に相違が認められるものであり,こ れらが同一の住居

第 2群土器第 1類
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-550-



跡から混在して出土している。甑形土器 (94)は,破片であるために器形全体を窺うことはでき

ないが,日縁部は下端に指頭圧痕が残る複合口縁を呈するもので,残存部からは内彎してすばま

るものと推定される。器外面には,ハケロ整形が施されている。

第 2類 (第424図 )

本類は,第 42・ 45。 49・ 90号住居跡出上の土器を中心に,第 35。 122号住居跡出上の土器を補っ

て設定した。器種としては,甕形土器・小形壺形土器・郷形土器・坑形土器・高邦形土器・甑形

土器・ ミニチュア土器がある。本類は,第 1類の上器群の様相を残しているなかで,鬼高期の器

形や手法を窺わせるような土器が認められることから,第 1類に後続するものであり中期の後半

に位置付けられるものと思われる。須恵器は出上していない。

甕形土器は,胴部が球形状で,口縁部は第 1類のように「く」の字状に開くものもみられるが,

(95～97)の ように直立気味の頸部と外反する口縁部を持ち,全体として「コ」の字状を呈する

ものが主体である。整形技法は第 1類と同じである。小形壺形土器 (98)は,胴部が球形状で,

日縁部は頸部から「く」の字状に内彎して開くものである。器外面は,ナデ整形であるがハケロ

痕がわずかに残るものである。不形土器は,出土量の増加する器種であり,底部の形態に丸底と

平底の両方が認められる。丸底を呈する不形土器には,体部が大きく内彎しそのまま口縁部に開

くもの (99・ 100)と 口縁部で外反して開くもの (101)が ある。平底を呈する不形土器には,体

部が内鸞して立ち上がるものの他に,(104)の ように外傾して立ち上がるものがある。口縁部は,

強く内彎するもの (102),わずかに外反して開くもの (103)の他に,体部との境に明瞭な稜をも

ち直立気味に外反して開くもの (104)の 3種類がある。器外面には,箆削りや箆ナデ整形が施さ

れている。本類における邦形土器は,形態に相違が認められるものであり,これらが同一の住居

跡内から混在して出土している。坑形土器も,郷形土器と同じく出土量の増加する器種であり,

底部の形態に丸底と平底の両方が認められる。丸底を呈する坑形土器には,体部が内彎して立ち

上がり口縁部が短 く外傾して開くもの (105・ 106)と 複合口縁を呈するもの (107)がみられる。

平底を呈する坑形土器には,体部が内彎して立ち上がり,日縁部で強く内彎するもの (108)や ,

内面に稜を持ち外傾して開くもの (109)がみられる。器外面は,日縁部が横ナデ,体部は箆削り

整形が主で,内・外面に赤彩が施されているものが多く認められる。高邪形土器は,第 1類に比

べて器形に大きな変化は認められないが,出土量は減少する傾向が窺える。不部は下位に稜を持

ち外傾して開くもの (110・ 1■ )で,脚部にはラッパ状を呈し裾部が緩やかに開くもの (1■・112)

と円筒状のもの (113)がみられる。器外面は,不部が箆ナデ,脚部は箆削り整形である。甑形土

器 (114)は,第49号住居跡から出上したものである。破片であるために器形全体を窺うことはで

きないが,残存部から鉢形の器形が推定されるものであり,底部には直径2.8cmほ どの孔が確認さ
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は底部た直径れている。ミニチュア土器 (115,■0は,鉢形を呈するも|のと思われる。(115)
1.lcmの孔が穿たれていることから,甑形土器を模倣したものと考えられる.。
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2 集落 について

本項では,前項の上器分類に基づき,古墳時代前期 。中期における集落の特徴と変遷について

全体を I～Ⅳ期に分け,若干の考察を加え記述した。当遺跡では,古墳時代前期に属する住居跡

51軒 と竪穴遺構 1軒,中期に属する住居跡16軒の他に,弥生時代の住居跡51軒,時期不明の住居

跡 2軒 と竪穴遺構 3軒が検出されている。しかし,古墳時代前期に属する住居跡間における遺物

量の格差は大きく,なかには皆無に近い状態のものもあり,各期に分類するのが困難な住居跡が

多い。従って,特に前期の集落については全体像を理解するのが難しく,現段階で得られた若干

の事実をもとに概略を述べることにする。

I期 古墳時代前期 (1)第425図

該期は,第 1群第 1類土器が出上した住居跡群で,第 12・ 13・ 15。 17・ 28・ 31・ 36・ 46・ 56・

69・ 75・ 82・ 91・ 94号住居跡と第 3号竪穴遺構から構成される。

本期の住居跡群は,宿ニノ谷を挟んだ台地の東側と西側の 2つの集落に分かれ,各集落とも7

軒の住居跡から構成されている。

東側の集落は,第 46・ 56・ 69。 75。 82・ 91・ 94号住居跡の 7軒 と第 3号竪穴遺構から成り,平

面形は隅丸方形が主体である。規模からみた集落構成は,残存状態の悪い第94号住居跡を除き,

床面積41m2の大型住居跡 1軒 (第91号),20m2ほ どの中型住居跡 1軒 (第69号),12～ 13m2の小型

住居跡 4軒 (第 46・ 56・ 75・ 82号), 6m2ほ どの極小型の第 3号竪穴遺構 1軒である。柱穴は,主

柱穴が 4本検出されるのが基本的であるが,第46・ 56・ 75号住居跡のように 1本も検出されない
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例も認められる。主軸方向は,不明の第94号住居跡を除く5軒がN-3°～60°一Wの範囲で,第91

号住居跡はN-22°一Eである。炉の位置が床面の北西側寄りである第46・ 56・ 69号住居跡は,そ

の対面に入回部を想定するならば南東向きに建てられていたと考えられる。しかし,炉が北部や

中央部に位置する第75。 82・ 91号住居跡は,南向きの可能性が推測される。分布図からみると,

当集落は台地の北部に営まれたものであり,大型住居跡を中心にそれぞれが南 。南東方向を向い

て,全体的に南西方向に開回する半環状に並ぶ集落を形成していたものと考えられる。

西側の集落は,第12・ 13・ 15・ 17・ 28・ 31・ 36号住居跡の 7軒から成り,平面形は隅丸方形ま

たは隅丸長方形が主体である。規模からみた集落構成は,床面積47m2の大型住居跡 1軒 (第36号 ),

25m2ほ どのやや大き目の住居跡 1軒 (第 15号),16～ 22m2の 中型住居跡 3軒 (第 12・ 13,17号 ),

10～■m2の小型住居跡 2軒 (第 28・ 31号)である。柱穴は,主柱穴が 4本検出されるのが基本的

であるが,第 17・ 31号住居跡のように 1本も検出されない例の他に,第13号住居跡のように補助

柱穴とみられる柱穴を有する例も認められる。主軸方向は, 5軒がN-28°～58°一Wの範囲であ

り,炉の位置が床面の北側・北西側であることから南東向きに建てられていた可能性が高いもの

である。しかし,第13・ 31号住居跡は,主軸方向がN-78°・35°一Eを指し,本期の住居跡では異

例のものである。炉の位置から判断すると,第 13号住居跡は床面の東側寄り,第31号住居跡は床

面の北東側寄りであることから, 2軒 とも南西向きの可能性が推測される。分布図からみると,

当集落は台地の北部に営まれたものであり,大型住居跡を中心にそれぞれが南西 。南東方向を向

いて,全体的に南西方向に開回する半環状に並ぶ集落を形成していたものと考えられる。

該期の集落は,古墳時代における初期の集落であり,後述するH期に比べて住居跡数は少ない。

谷を挟んだ東西の台地に営まれた 2つの集落は,集落を構成する住居跡の規模や数において大き

な相違はなく,大型住居跡を中心に南西方向の半環状に住居跡が並ぶという類似した形態をもつ

ものである。

H期 古墳時代前期 (2)第425図

該期は,第 1群第 2類の上器が出土した住居跡群で,第 14・ 16・ 18・ 21・ 22・ 24・ 26・ 27・ 32・

33・ 39・ 47・ 50・ 72・ 78・ 85。 95・ 100・ 103・ 104・ 108・ 1■・ 118・ 123・ 124号住居跡から構成

される。

本期の住居跡群は,宿ニノ谷を挟んだ台地の東側と西側の集落に分かれる。

東俣1の集落は,第47・ 50・ 72・ 78・ 85。 95。 100・ 103・ 104・ 108・ ■1。 ■8・ 123・ 124号住居

跡の14軒であり,さ らに北部と中央部の小集落にグルーピングすれば,各小集落とも7軒の住居

跡から構成される。

北部の小集落は,第47・ 50・ 72・ 78・ 85・ 95。 100号住居跡の 7軒から成り,平面形は,残存状

態が悪く形状・規模等が明確でない第78号住居跡を除くと,方形または隅丸方形である。規模か
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ら集落構成をみると,床面積29m2の やや大き目の住居跡 1軒 (第85号),23～24m2の中型住居跡 2

軒 (第 50・ 100号),■～12m2の小型住居跡 2軒 (第 47・ 72号),不明のもの 2軒 (第78・ 95号)で

ある。柱穴は,主柱穴が 4本検出されるのが基本的であるが,第47号住居跡のように 5本検出さ

れたものや,第72号住居跡のように 1本 も検出されない例も認められる。主軸方向は,不明の第

78号住居跡を除くと5軒がN―■
°
～60°一Wの範囲であり,炉の位置が床面の北西側寄 りである

第50。 72・ 95号住居跡,第85号住居跡は南東向きと考えられ,炉が北側寄りの第47号住居跡は南

向きの可能性が推測される。しかし,第100号住居跡は主軸方向がN-67°一Eを指し,炉が床面の

北東側寄りであることから南西向きの可能性が高い。分布図からみると,当集落は台地の北部に

営まれたものであり,やや大きめの住居跡を中心にそれぞれがほぼ南西。南東。南方向を向いて,

全体的に南西方向に大きく開口する半環状に並ぶ集落を形成していたものと考えられる。

中央部の小集落は,第 103・ 104・ 108・ ■1・ ■8・ 123・ 124号住居跡の 7軒から成り,平面形は,

残存状態が悪く形状 。規模等が明確でない第104号住居跡を除くと,方形または隅丸方形である。

規模から集落構成をみると,床面積81m2の極めて大型の住居跡 1軒 (第124号),25m2ほ どのやや

大き目の住居跡 1軒 (第103号),17m2ほ どの中型住居跡 1軒 (第123号),13～ 14m2の小型住居跡

3軒 (第 108・ 111・ 118号),不明の 1軒 (第104号)である。柱穴は,主柱穴が 4本検出されるの

が基本的であるが,第 103・ 108・ ■8号住居跡のように 1本も検出されないものや,第124号住居

跡のように 7本検出された例も認められる。主軸方向は,不明の第103・ 104号住居跡を除いた 4

軒はN-11°～87°一Wの範囲であるが,炉の位置が床面の北側寄りの第108・ 123号 。第■8号住居

跡は南向きに,西側寄りの第124号住居跡は東向きに建てられていたものと考えられる。しかし,

第■1号住居跡は主軸方向がN-4°一Eを指す異例のものであり,炉が床面の北側寄 りに位置す

ることから南向きの可能性が推測される。分布図からみると,当集落は極めて大型の住居跡を中

心に,南西方向に開口する半環状に並ぶ集落を形成していたものと考えられる。

西側の集落は,第 14・ 16・ 18・ 21・ 22・ 24・ 26・ 27・ 32・ 33・ 39号住居跡の11軒から成り,平

面形は方形または隅丸方形が主体である。規模からみた集落構成は,床面積35～36m2の大型住居

跡 2軒 (第 16・ 39号),24～ 26m2の やや大き目の住居跡 3軒 (第22・ 32・ 33号),18～ 21m2の 中型

住居跡 2軒 (第 18。 21号),10～ 13m2の小型住居跡 3軒 (第 14・ 24・ 26号), 7m2ほ どの極小型の

住居跡 1軒 (第27号)である。柱穴は,主柱穴が 4本検出されるのが基本的であるが,第 14・ 32

号住居跡のように補助柱穴とみられる柱穴を有するもの,第22号住居跡のように主柱穴と判断さ

れる柱穴が見られない例も認められる。主軸方向は, 9軒 ともN-17°～58°一Wの範囲であるが,

炉の位置が床面の北側・北西側・西側寄り等と不規則である。しかし,炉の対面に入口部を想定

するならばこれらの住居跡は南東向きに建てられていたと考えられる。また,第21・ 22号住居跡

は主軸方向がN-15°・32°一Eを指すもので,炉が床面の北東側寄りに位置していることから南西
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向きの可能性が推測される。分布図からみると,当集落は大型住居跡を中心にそれぞれが南西・

南東方向を向いて,全体的に南東方向に開口する半環状に並ぶ集落を形成していたものと考えら

才tる。

該期の集落は, I期に後続する集落で谷を挟んだ東西の台地に営まれている。住居跡数は I期

の集落に比べて飛躍的に増加し,当遺跡の古墳時代を通して最も営みが活発な時期であったと言

える。しかし,大型住居跡を中心に半環状に集落を構成する点においては I期 との変化は認めら

れず,さ らに,集落の開口方向が宿ニノ谷に向いている点で谷と集落が何らかの深いかかわりを

もっていたものと推定される。

III期 古墳時代中期 (1)第425図

該期は,第 2群第 1類の上器が出上した住居跡群で,第48・ 51・ 71・ 77・ 88・ 105。 112・ 114号

と第99。 117号住居跡から構成される。

本期の住居跡群は,宿ニノ谷を挟んだ台地の東側に集落を形成している。この集落は,北部と

中央部の小集落にグルーピングすれば,各小集落とも5軒の住居跡から構成される。

北部の小集落は,第 48・ 51・ 71・ 77・ 88号住居跡の 5軒から成り,平面形は,残存状態が悪 く

形状・規模等が明確でない第77号住居跡を除くと,方形または隅丸方形である。規模からみた集

落構成は,床面積28m2のやや大き目の住居跡 2軒 (第 48・ 88号 ),20m2ほ どの中型住居跡 2軒 (第

5卜 71号),不明の住居跡 1軒 (第77号)である。柱穴は,主柱穴が 4本検出されるのが基本的で

あるが,第48号住居跡のように補助柱穴とみられる柱穴を有する例も認められる。主軸方向は,

不明の 1軒を除いた4軒ともN-35°～78°一Wの範囲にあり,炉の位置が床面の北西側や西側寄

りであることから,その対面に入田部を想定するならば南東向きに建てられていたと考えられる。

分布図からみると,当集落は,南西方向に開口した半環状に並ぶ 4軒と北西狽けにやや離れて位置

する 1軒から成る小集落を形成していたものと考えられる。

中央部の小集落は,第99。 105・ ■2・ 114・ 117号住居跡の 5軒から成 り,平面形は,残存状態

が悪く形状・規模等の明確でない第99号住居跡を除くと,方形または隅丸方形である。規模から

みた集落構成は,床面積64m2の大型住居跡 1軒 (第117号),25～ 33m2のやや大 き目の住居跡 2軒

(105。 114号 ),20m2ほ どの中型住居跡 (第 112号),不明の住居跡 1軒 (第99号)である。柱穴は,

主柱穴が 4本検出されるのが基本的である。主軸方向は,不明の 1軒を除いた 4軒 ともN-45°

～83°一Wの範囲にあるが,炉の位置が床面の北西側寄りの第114号住居跡や貯蔵穴を有する壁の

対面の壁寄りに炉の存在が想定される第99。 105号住居跡は南東向きに,炉の位置が床面の南西側

寄りの第■2号住居跡は東向きに建てられていたものと推測される。分布図からみると,当集落は,

南西方向に開口した半環状に並ぶ 4軒とやや離れて位置する1軒から成る小集落を形成していた

ものと考えられる。
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該期の集落は,東側の台地の北部と中央部に形成される2つの小集落から成る。 2つの小集落

を構成する住居跡の規模や数に大きな相違はみられず,大型もしくはやや大き目の住居跡を中心

に南西方向に開口する半環状に並ぶ類似した集落形態を成すもので,前期と比較して規格的に集

落が形成されている。

Ⅳ期 古墳時代中期 (2)第425図

該期は,第 2群第 2類の上器が出土した住居跡群で,第 35・ 42・ 45・ 49・ 90・ 122号住居跡から

構成される。

本期の住居跡群は,宿ニノ谷を挟んだ台地の東側と西側の 2つの集落に分かれ,各集落とも3

軒の住居跡から構成されている。

東側の集落は,第49・ 90。 122号住居跡の 3軒から成り,平面形は方形または隅丸方形である。

規模からみた集落構成は,床面積73m2の大型住居跡 1軒 (第90号 ),21～26m2の 中型住居跡 2軒 (第

49。 122号)である。柱穴は,主柱穴が 4本検出されるのが基本的であるが,第 49号住居跡のよう

に6本の主柱穴の他に補助柱穴とみられる柱穴が検出された例も認められる。主軸方向は, 3軒

ともN-44°～66°一Wの範囲にあり,炉が床面の北西側や西側寄りであることから南東向きに建

てられていた可能性が高い。分布図からみると,当集落は宿一ノ谷に面した台地の東縁付近に,

1軒の大型住居跡を中心にそれぞれが南東方向を向いて南北に 1列に整然と並ぶ集落を形成して

いたものと考えられる。

西狽1の集落は,第35。 42・ 45号住居跡の 3軒から成り,平面形は方形または隅丸方形である。

規模からみた集落構成は,床面積76m2の大型住居跡 1軒 (第45号),18～20だの中型住居跡 2軒 (第

35。 42号)である。柱穴は,主柱京が 4本検出されるのが基本的である。主軸方向についてみる

と,第 35。 45号住居跡はN-27°・ 49°一Wを指し,炉が床面の西側・北西側寄りであることから,

南東向きに建てられていたと考えられる。また,第42号住居跡については炉が検出されなかった

が南西壁際に貯蔵穴をもつものであり,本期の住居跡における炉の位置が貯蔵穴をもつ壁の反対

側の壁寄りであることから判断すると,主軸方向はN-44°一Eで南西向きと推測される。分布図

からみると,当集落は宿ニノ谷に面した台地の東縁付近に, 1軒の大型住居跡を中心に北西から

南東方向にかけて 1列に並ぶ集落を形成していたものと考えられる。

該期の集落は,当遺跡においては終末と考えられるもので,Ⅲ期に比べて住居跡数は明らかに

減少している。 2つの集落を構成する住居跡の規模や数は同一であり,各々が谷に面した台地の

東縁付近に直線的に 1列に並ぶという共通した形態がみられる。しかも住居跡間の間隔はかなり

広くとられており,各々が広い敷地を所有していたことを推定させるものがある。

以上,長峰遺跡から検出された古墳時代の住居跡を中心に,集落の変遷について概要を述べて

きたが,遺跡全体のもつ膨大な情報量から考えると,必ずしも充分な解説や考察がなされたとは
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言い難い。むしろ,解決しなければならない種々の問題点が浮び上がってきたと言うべきであろ

つ。
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第 3節 古墳と出土遺物

昭和61・ 62年度の調査で得られた成果については,第 3章に記載したとおりである。本節では,

これらの成果に基づき,古墳と周溝及び出土遺物について若干の考察を加え,その問題点と課題

をまとめておきたい。

1 古墳の形態と分布

当遺跡において調査した古墳は,円墳29基 。方墳 2基 。前方後円墳 4基の合計35基である。こ

れらの古墳は,宿ニノ谷の東側台地に円墳10基 。方墳 2基 。前方後円墳 1基の計13基,宿ニノ谷

の西側台地に円墳19基・前方後円墳 2基の合計21基,宿台地の西側に前方後円墳 1基の合計35基

である。

また,古墳の分布をその位置から観察すると,古墳どうしの重複関係は見られないものの,周

溝の外側部がほぼ接しているものが見られる。第12・ 13号古墳,第 15。 16号古墳,第 17・ 20号古

墳,第 27・ 28号古墳,第 32・ 33号古墳である。いずれにしても,前方後円墳を中心として大小の

古墳が関連的に造られている様子がうかがえる。

このように数多くの古墳が宿ニノ谷をを挟む東西の台地に造られたという事実は, この台地が

墓域としての役目を果たしていることになる。では,古墳の主人達はどこに居住して生業を営ん

でいたのだろうか。 5～ 6世紀の住居跡を付近の遺跡に求めてみると,当遺跡の台地続きの北西

側1.lkm程 の尾坪台遺跡からは,古墳時代中期の住居跡を13軒,当遺跡から谷津を挟んで西側1.5

km程の外八代遺跡からは,古墳時代後期の住居跡を35軒,外八代遺跡の西側で当遺跡から2 km程

の屋代 B遺跡からは,古墳時代後期の住居跡22軒,屋代A遺跡からは,古墳時代中期の住居跡 7

軒,後期の住居跡14軒が検出されている。これらの遺跡の住居跡と当遺跡の古墳群とは,時間的

に近い関係にあると思われる。

2 墳丘と規模

墳丘規模については周溝の内側で計測したものである。第426図 は縦軸に最大長,横軸に最大長

と直交する長さ,前方後円墳は最大長と直交する後円部の長さ (最大幅)を計測して,規模の分

布を示したものである。また,推定で計測したものは,右側へ最大長だけで表わした。これによ

ると,円墳は原点からほぼ斜上方へと6m台から22m台 まで10数基がほぼ一直線上に並ぶ。前方後

円墳は円墳の斜上方より左側に出てやや規模の違いを示して並ぶ。方墳は10数基の円墳のライン

上に並ぶ。埋葬施設をもつ第25。 27・ 29号古墳は右下りのラインの上方にまとまって位置してお

り,比較的大規模な古墳から検出されたことがわかる。なお,当古墳群の台地は著しく削平が進

んでいるため,周溝の底面近くが検出されており,墳丘の規模は実測値より幾分小さくなるもの
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と思われる。

3 周濤・ プリッジ

周溝は断面形がU字状やゆるやかに外傾しているものが大部分である。逆台形状を呈するもの

は円墳の第11・ 17・ 20号古墳の 3基,方墳の第29・ 31号古墳の 2基である。また,各古墳の周溝

で,一部分が掘り残されてブリッジ状になっているものと全周しているものがある。しかし,台

地全体が旧表土層下まで削平されてしまっているので,古墳によっては,ほ とんど周溝底だけが

残っているものも見られる。そのため,ブリッジとしたものの中には,周溝底の浅い部分であっ

たという可能性も否定できない。いずれにしてもブリッジを残していたものは,第 1・ 5・ 6・

7・ 9・ 10。 26・ 27・ 28・ 32・ 35号古墳の■基と,ブ リッジ状に周溝底の一部を掘り残している
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第11・ 16号古墳である。これらのブリッジの方向は,北側のものが第 5・ 7・ 28号古墳,東側
の

ものが第 6・ 9・ 35号古墳とブリッジ状にしていた11・ 16号古墳,南側のものが第10号古墳,西

側のものが第 1・ 32号古墳,北西側のものが第26号古墳,北北西側のものが第27号古墳である。

4 埋葬施設

埋葬施設を検出した古墳は,第25・ 27・ 29号の 3古墳である。これらの 4基埋葬施設の共通性

は,いずれも封上下の旧表土層とその下側に掘り込んだものである。また,埋葬施設
は土坑を掘っ

てから雲母片岩で造っている。その埋葬施設の底部は,雲母片岩の小石を敷きつめている。側石

と妻石は一枚石を使用したと思われる痕跡が残っていたが,天丼と天丼石に
ついては不明である。

埋葬施設の底部には,小石を敷きつめるなど共通した点が見られる。なお,埋葬施設の長軸方向

は前章でも触れておいたが,ほぼ東～西方向を向いているものは,第25・ 29号古墳のものと第27

号古墳の第 2埋葬施設である。第27号の第 1埋葬施設だけが北東～南西方向を向
いている。さら

に,埋葬施設の位置は第25・ 27号古墳が周溝寄りの南側に,第29号古墳は周溝寄りの東側に位置

している。このように箱式石棺が使用された当遺跡の古墳は,そ の埋葬施設が片寄つた位置にあ

ることを考えれば, 6世紀末頃に県南地方に見られる変則的古墳の範疇でとらえられるも
のと思

われる。

5 出土遺物と築造時期について

古墳から出上した遺物は埴輪片と土師器,須恵器片,古銭等である。埴輪で円筒埴輪片だけを

出上した古墳は,第 3・ 5・ 33号古墳の 3基である。円筒埴輪と形象埴輪を出土した古墳は,第

1・ 12・ 17号古墳の 3基である。埴輪を出上した古墳で前方後円墳は第 3・ 12・ 33号古墳,円墳

は第 1・ 5・ 17号古墳で,方墳からの出土はない。また,埴輪を出上した古墳とその規模を見
て

みると,第 5号古墳が15m台であるが,そ の他は20m以上の規模をもつ古墳である。
このことから,

当古墳群の特徴は,前方後円墳には埴輪が伴うこと(第16号古墳は伴わない),規模の大き
い円墳

にも埴輪が伴うこと (第 5号古墳は刻ヽさい)と いえそうである。

土師器の邪を出土した古墳は,第22・ 26号古墳,鉢を出上した古墳は第32・ 35。 36号古墳
であ

る。壷あるいは甕を出上した古墳は,第 2・ 16・ 17号古墳である。姑を出上したのは,第 33・
35

号古墳である。その他の古墳からも少量の上師器片が出上して
いるが,住居跡と重複しているこ

とから古墳に伴うものかどうか不明で,時期を明確にする資料としては使用できない。須恵器は

高不形のものが第31号古墳から出上した。その他,青銅器片や古銭等の遺物は,古墳と直接
の結

びつきはないものと思われる。以上の遺物で比較的時期の明確なものは,古墳時代後期の不・鉢
・

壺・甕・靖であり,ま た,同時期と思われる須恵器の高不形の破片である。これらを出上し
た古

墳は,第 1・ 2・ 16・ 17・ 22・ 26・ 32・ 33・ 35・ 36号古墳の10基である。また,埴輪を出上した

古墳は,第 1・ 3・ 5。 12・ 17・ 33号古墳の 6基である。しかし上記の上師器,須恵器と埴輪
が
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伴ってるのは第 1・ 17・ 33号古墳である。以上のことから考えると, 6世紀前半の上師器等を伴

う古墳と形象埴輪を伴う円墳・前方後円墳が 6世紀前半頃から造られ,順次その他の円墳等が 7
世紀初頭にかけて築造されたものと思われる。

6 埴輪と工人達

円筒埴輪は,前述したように 6基の古墳から出上している。器高や成形等については一覧表で
述べているので,特徴と思われる点を整理する。

凸帯の数は, どの古墳から出上した円筒埴輪も3本である。それ以外のものはない。凸帯の断

面形は台形状が多く,ま た,その稜線が不明確なもの (一覧表ではA'と なっている。)が圧倒的に

多い。

透孔の数と位置は,(実測できた埴輪で上半部あるいは下半部を欠損していて不明のものもある

が,凸帯数を 3本 と推定したものも含めて数えると)以下のようである。第 1号古墳の埴輪の透
孔は,下から1本目と2本目の凸帯間 (以下 2段目と呼ぶ)に 1対あるものが 2個体, 2本目と
3本目の凸帯間に (以下 3段目と呼ぶ)1対あるものが 2個体, 1本目と2本目, 2本 目と3本
目の間にそれぞれ 1対ずつあるものが 3個体ある。第 3号古墳の埴輪の透孔は2段目に 1対ある

ものが 6個体, 3段 目にあるものが 1個体, 2段目と3段目にそれぞれ 1対あるものが 7個体で

ある。第12号古墳の埴輪の透孔は2段目にあるものが 2個体,3段目にあるものが 2個体である。
第17号古墳のそれは2段目にあるものが 3個体, 3段目にあるのが 1個体である。第33号古墳の

埴輪の透孔は2段目にあるものが10個体, 3段目にあるものが 1個体, 2段 目・ 3段目にそれぞ

れ 1対ずつあるものが17個体である。なお,第 1号古墳出上の朝顔形円筒埴輪 (DPl19)の外側で
3段目と,第 3号古墳出上の円筒埴輪 (DP130)の内側上部にそれぞれ左巡 りの二人の印と思われ
る○印がヘラ状工具で構かれている。

朝顔形円筒埴輪は,上部のくびれ部付近のものがほとんどで,第 1・ 3・ 33号古墳から出上し
ている。また,円筒形でも底径に比べて口径が著しく大きく開いたいわゅる朝顔形と普通の円筒
形の中間的形をした朝顔形状の埴輪も出上し,こ れらの大部分は 2・ 3段目にそれぞれ 1対の透

孔がある。 2段目, 3段 目だけという箇所だけのものは少ない。以上の透孔については,欠損し
ているものも推定できる範囲で記録した。 2段目。3段目にそれぞれ 1対の透孔を穿孔している

埴輪と朝顔形円筒埴輪を出上した古墳は第 1・ 3・ 33号古墳であり,第 12・ 17号古墳からは出土
していない。また, 2段 目, 3段目だけに透孔をもつ埴輪は,数に多少の差はあるものの第 5号
古墳を除く5基の全てから出上している。

形象埴輪は,第 1・ 3・ 12・ 17・ 33号古墳から出上している。第 1号古墳からは,鶏の頭部 1
点が出土した。第 3号古墳からは,武人像か農夫像へ着いていたと思われる刀か鎌の一部と思わ
れるもの 1点 と,動物像の耳の一部と思われるもの 1点,その他,形象埴輪の台部と思われるも
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の数点が出上した。第12号古墳からは,人物の頭部 1点,鶏の頭部 1点,猪の鼻部 1部,人物の

胸部 1点や美豆良・腕の接合部などが出上した。第17号古墳からは,女性と思われる人物像の胴

部からスカート部までが 3点,台部 1点,美豆良・腕の接合部がそれぞれ 3点出土した。第33号

古墳からは,人物埴輪の腕の接合部 1点,馬形埴輪の鞍の一部 1点が出土した。また,表面採集

したものに猪の頭部がある。この猪の頭部は第12号古墳の約50m北方の畑から採集したものであ

る。

以上の事柄から考察してみると,凸帯数は3本 という1種類だけであり,埴輪二人達は少なく

とも一つの系統の二人達であり, 6基の古墳築造の期間中垣輪の製作に当っていたものと思われ

る。透孔の位置的,数的変化から考えられる事は,工人達の個人の特徴あるいは,時間的差異を

示しているのではないだろうか。また,円筒埴輪はもちろん,形象埴輪と朝顔形円筒埴輪をとも

に出土した古墳は,第 1・ 3・ 33号古墳で,第12・ 17号古墳からの出土は円筒埴輪だけである。

形象埴輪としては,人物・鶏 。馬 。猪が出上し,器財埴輪は出上しなかった。いずれにしても古

墳時代後期に同一集団の二人達によって製作されたものと思われる。

以上のように古墳の形態・分布・遺物等について概観してみたが,簡明に整理してみると,宿

ニノ谷をはさむ両台地に見られる4基の前方後円墳は,それぞれ地域の小首長墓であり,その周

囲に位置する大・小の円墳は,首長墓に準ずる古墳であるといえる。また, 4基の前方後円墳と

周囲の古墳という視点でとらえるならば, 4集落の地縁,血縁の人達の古墳群といえるのではな

いだろうか。また,古墳の築造時期については,遺物の項でも述べたように古墳時代後期, 6世

紀前半頃から7世紀初頭にかけて造られたものと思われる。なお,須恵器を出上している第31号

古墳が,当古墳群では初期のものと考えられる。その後埴輪や土師器を出土した古墳と遺物を出

上しなかった比較的小規模な古墳が順次造られて,終末期に方墳である第29号古墳が作られたも

のと思われる。
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第 4節 中世城郭遺構について

長峰遺跡は,古墳群及び集落跡として調査が開始されたが,調査の進展に伴って堀が検出され
るなど,古記録にもない中世の城郭跡でもあることが確認された。このことにより,当遺跡の東

側に隣接してする長峰城跡の城域は,従来考えられていた範囲よりもさらに西側に広がっている
ことが判明した。調査の概要,遺構。遺物等については,第 3章第 8節に記述したとおりであり,
本節においては調査によって確認された事実関係を中心に述べることにする。

長峰城跡は,竜ヶ崎市街の北部に広がる台地から南東方向に延びてくる,舌状台地の東端部に

構築された中世の城郭である。城域は,舌状台地を北からくびるように入る宿一ノ谷の東側の部
分で,西側の台地を除く三方は急斜面で天然の要害となっている

√今回の調査だよって検出され

た城郭に関係する遺構は,堀 7条・溝 1条 。塚 2基であり,上塁や建物跡等は検出されなかった。
これらの堀は,谷を結んで舌状台地を掘切っている可能性が強く窺えるもので,堀によって区画
された 3か所の平坦地は郭と考えられるものである。1従来考えられていた長峰城跡を城の主郭と

仮定するならば,当遺跡から検出された 3か所の郭は外郭として城域の一部を構成するものであ

り,以下, 3か所の郭を主郭に近い東側から外郭 I・ H・ Ⅲ (第427図)と仮称して記述すること

にする。

外郭 I  .

本郭は,主郭の西側に位置し,郭の規模は東西150m,南北200mほ どで,標高は24～27mを測る。

平面形は台形状で:外郭部では最大の面積を有する郭である。本郭は,北から入る宿ニノ谷と南
側の急崖間に構築された 2条の堀の東側の部分で,三方は急斜面を呈する天然の要害となってい

る。しかし,西側は台地続きであることから堀・土塁等の防禦施設が必要であり,こ の部分には

堀 2条・溝 1条・塚 1基が検出されたが,土塁の痕跡は確認されなかった。第 1・ 2号堀は,東
へ延びている舌状台地と本郭を区画する堀で,舌状台地がくびれる部分に南北方向に平行に構築
されている二重堀であり,本郭においては第 2号堀をさらに谷の東側中央部付近まで延ばして防
備を厳重にしている。 2条の堀をレ禦機能?点から考えると,いずれも「折り」が施されており,

榛矢 (側面攻撃)を掛けることが可能である。特に,第 2号堀は, この「折り」の部分から北側
5mほ どの地点に本郭の虎回 (出入回)と みられる土橋。木橋の痕跡が検出されている。また,第
2号堀について

'ま

,谷の東側に相当する部分を薬研堀とする他,屈曲部の底面に「段差」を付け
たり「堅穴」を掘るなど,堀底における敵兵の移動・散開を妨げる工夫が施されている。また,
第34号溝は,第 2号堀の東側に検出された清で,堀 と平行に構築されているものである。この清
と郭との関係は,溝が郭と堀の中段の平坦地 (犬走 り)に位置し,溝の底面や東壁31本の柱穴が

南北方向に配列されていることから,こ の溝は排水路や防禦施設としての概列及び乱杭跡の可能
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性が推測されるもので,本郭と密接な関係をもって構築されたものと考えられる。第 1号塚は,

本郭の南西端に位置する土鰻頭状の塚で,これに類似するものは主郭内の曲輪の端,虎回の脇と

いった城の要所に見出されている。「龍ヶ崎の中世郭跡」の中では,これらについて「これらの土

盛り (土塁と呼ぶべきか)を起点として曲輪のへりに塀を廻らせていたのではあるまいか」とあ

り,防禦施設としての可能性を示唆している。この塚については,土塁の残存部とも考えられる

が,堀の内側に位置し】ヒから西にかけてを見通せることから,櫓台として物見に利用されていた

可能性も考えられる。

本郭は,主郭の西側に近接して構築された郭であり,その位置的な重要性から判断すると主郭

に続いて構築されたものと推預1される。

外郭H

本郭は,外郭 Iの西側に位置する郭である。郭は,南西部が墓地造成に伴つて,大きく削平さ

れているうえに全体の 2分の 1ほ どが調査区域外であること等から,構築時本来の形状や規模は

明確ではない。しかし,調査をした部分や地形図等から判断すると,平面形は東西80m,南北130

mほ どの規模の長方形状を呈するものと推定され,標高は26m前後を測る。本郭は,東側の宿ニノ

谷と西側の才ノ谷の間に構築された 4条の堀から南側の部分で,三方は急斜面を呈する天然の要

害となっている。しかし,北側は台地続きであることから堀・土塁等の防禦施設が必要であり,

この部分からは堀 4条が検出されたが,土塁の痕跡は確認されなかった。この他には,郭の南東

端に塚 1基が検出されている。 4条の堀は,南東方向に延びてくる舌状台地と本郭を区画するも

ので,古墳時代後期に比定される第17号古墳を塚として利用し,北側に第 3・ 4号堀,東側に 5

号堀,西側に第 6号堀が配置されている。これらの堀は,本来独自のものとして構築されたと考

えられるが,第 3・ 4号堀は接続することによって,第 5・ 6号堀は塚 (古墳)を間に挟むこと

によって,一体の堀としての機能をもつものであり,ガ 規ヽ模ではある力ゞ二重堀 とすることで防備

を厳重にしている。本郭の構築は,基本的に外郭 Iと 同一の考え方がなされており,外郭 Iにお

いては2条の堀が南北方向であるのに対し,本郭においては4条の堀が東西方向であるのは,台

地の方向性の相違から理解される。郭内の第17号古墳は,墳丘を留めるもので,堀 との位置関係

から推測すると物見的な機能と防禦的な機能を兼ね備えた櫓台として利用されていた可能性の窺

えるものであり,ま た,南東端に位置する第 2号塚についても同様の機能が推測される。本郭は,

南東方向に延びてきた舌状台地が東に向きを変える地形上の要所に構築された郭であり,外郭 I

に比べて小規模ではあるが,外郭 Iを防備する機能を有する郭として築かれたものと推測される。

タト専SIH

本郭は,外郭Hの北側に位置し,最外郭を構成する郭である。郭は,西側が調査区域外である

ことから,構築時本来の形状・規模は明確ではない。しかし,調査をした分や地形図等から判断
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すると,平面形は東西100m,南北50mほ どの規模の長方形状を呈するものと推測され,標高は26

m前後を測る。本郭は,東側の宿ニノ谷と西側の才の谷の間に構築された 1条の堀から南側の部分

で,東西は急斜面を呈する要害となっている。しかし,北側は台地続きであることから他の外郭

と同じく堀・土塁等の防禦施設が必要であり, この部分からは堀 1条が検出されたが,土塁の痕

跡は確認されなかった。第 7号堀は,南東方向に延びてくる舌状台地と本郭を区画する堀で,台

地の方向に直交するように北東から南西方向にかけて構築されているが,調査区域外まで延びて

いるため全容を明確にすることはできなかった。しかし,方向から判断するとE5区に現状保存さ

れている前方後円墳を郭内に含む可能性が高く,古墳を櫓台として物見に利用していたものと推

測される。前述したように,本郭は最外郭を構成する郭であり,外郭 Hを防備する機能を有する

郭として築かれたものと推測さ
生∋

以上,外郭 I～Ⅲの構造について述べてきたが,長峰城跡は前述したように舌状台地の先端部

に主郭を構築したと推定される城郭であり,台地続きである西側を除く三方が天然の要害となっ

ていることから,西側にいかに堅固な防禦施設を構築するかが大きな課題であったと考えられる。

従って,長峰城跡は,城の最重要部である主郭を守るために,地形の制約上から西側に外郭を順

次構築していくことによって城域の拡張 。強化を図ったものと考えられる。

次に,堀の構築に関わる問題について述べてみたい。外郭 Iと 舌状台地を区画する第 1・ 2号

堀についてであるが, これらの構築順をどのように理解したらよいのか。第 1は , これら2条の

堀を時期的に違った堀とみることである。つまり,外側にまず第 1号堀を掘 り,そ の後で内側に

第 2後堀を掘ることであるが, この逆の場合も考えられる。第 2は,同時期に掘った堀とみるこ

とであるが,こ の場合も2つの考え方ができることになる。 1つ には,第 1・ 2号堀を平行に掘

ることによって二重堀とし,間に生じた平坦地を障害として活用することであり, 2つ には別個

の堀を掘ったのではなく,最初から大きな 1条の堀を掘るつもりであったとすることである。後

者の見方に拠すれば,堀の規模は,主郭における最大規模の上幅15mを はるかに凌ぐ25mほ どにな

るのであるが,幅に比べて深さがなく堀そのものも未完成ということになってしまう。長峰城跡

については,立証する古記録がなく推定の域を出ることはできないが,本享卜においては,第 1の

考え方が妥肖であるように思われ, 1条の堀だけでは防禦施設として不安が残るため,さ らにも

う1条の堀を掘ったものと推測される。外郭Hにおける4条の堀についても,構築順については

外郭 Iと 同じ考え方が可能であるが,本郭における堀は外郭 Iに おける 2条の堀に比べて小規模

なものである点から,同一時期に掘られた可能性もある。これらのことから,外郭 I・ Hにおい

ては,立地条件から攻撃の予想される外郭 Iの西側や外郭Hの北側に二重堀を構築することに

よつて防備体制の充実を図ったものと考えられる。しかし,最外郭を構成する外郭Ⅲについては,

1条の小規模な堀が検出されただけであり,土塁の痕跡も確認されていないことなどから判断す
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ると,防禦施設としてはやや不十分なものと思われる。

続いて,長峰城跡及び当遺跡に残されている,地名と城郭との関連について述べることにする。

(第428図 )長峰城跡は,竜ヶ崎市街の北部,長峰町字竜ヶ井に所在する中世の城郭として位置付

けされている。現在までに市内に確認されている16の城館跡のほとんどが,中世の城郭に広くみ

られる台地縁辺部に構築されており,立地条件からみた長峰城跡もその例外ではない。主郭の位

置する舌状台地の東端部の字名は「竜ケ井」で,こ れは要害の訛ったもので地勢険しく敵を防ぐ

のによい場所を意味している。周辺地形を概観すると,西側を除く三方は,急斜面を城壁とする

天然の要害であり,北から台地を大きくくびるように入る宿一ノ谷と南側の急崖に挟まれた台地

の最狭部より東側を郭とするなど,ま さに竜ケ井 (要害)であると言える。また,今回の調査に

よって長峰城跡の外郭と判断された部分の字名は「宿」であり,宿については「龍ケ崎市の中世

城郭跡」で「中世の東国においては,町場のことを「宿」と呼びならわしていた。」とあり,城と

密接に関係を持つ交通や経済の場としての可能性について示唆している。当遺跡の「宿」も,主

郭の西側に宿一ノ谷を挟んで隣接していることから城と不可分の地名であり,町場 とも考えられ

るが,今回の調査からはこれを立証するような遺構 。遺物等は検出されなかった。しかし,流通

経済の場とするほどの存在ではなかったとしても,城主の家臣達の集住地であった可能性は考え

られる。この他に,城郭に関係する字名としては,竜ケ井下,宿一ノ谷,宿ニノ谷等が残されて

ヤゝる。

最後に,｀ 長峰城の存続期間及び築城者の問題について触れてみたい。現在のところ,長峰城に

関係する文献は極めて少なく,「諸岡武男家文書」や「東国闘戦私記 」等において散見されるに

過ぎず,土岐氏家臣の中に長峯 (峰)民部の名が見出されているだけである。土岐氏の勢力が,

16世紀の半ば頃までに信太荘はもとより東条荘の全域,河内郡南部の竜ヶ崎・馴馬一帯もその支

配下に治めるまでに拡大していたとすれば,長峰城が土岐氏系の城郭であつた可能性が推測され

る。しかし,当城に関する確かな資料はなく,後世の伝承 。物語等からかすかにその歴史を知る

ことができるのみであり,上岐氏あるいはその家臣によって築城されたものか,それとも既に先

住の在地武士の手によるものかは明確でない。しかし,天正18年 (1590)の「小田原の陣」によ

る後北条氏の滅亡により,竜ヶ崎地方の要地に所在する各城 (竜ヶ崎 。江戸崎 。牛久・土浦・布

川)は ,すべて豊臣秀吉に掌握され,そ の没収所領は配下に属した大名領主に分割された。上岐

氏の領地の大半は佐竹義宣の弟である芦名義広に与えられ,江戸崎城は芦名氏の本城となり,竜ヶ

崎城はその支城となった。このように,常陸南部の地は,豊臣方の大名・領主の領地として分割・

再編成され,その支配拠点となる中心的な城郭は整備の手が加えられて存続したが, この過程の

中で長峰城跡を含むその他の中小城郭群は破却されていったものと推定される。
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第 5節 土坑と溝について

1 土 坑

土坑は,宿ニノ谷の西側の台地に61基,東側の台地に117基が検出された。それらの上坑は単独

のもの,住居跡・古墳・堀・溝や土坑どうしで重複しているものもみられる。また,土坑の平面

形・長軸方向 。大きさも様々である。なお,土坑に伴なうと思われる遺物を明確にとらえること

が不可能であった。

本項では,粘土貼り上坑と底面に壁溝のあった土坑について検討する。

(1)粘土貼り上坑 (第377・ 378・ 379図 )

土坑の内側に粘土を貼った,いわゆる粘土貼り上坑が21基検出された。掘り方の平面形は,上

部が比較的残っていると思われる第18・ 21・ 84・ 109・ 115。 167号土坑等から見ると,隅丸長方形

状を呈している。また,撹乱や削平等が進んでその形さえ不明確な第170・ 174。 182・ 183号土坑

等も見られるが,ほ とんどが隅丸長方形を呈していたものと思われる。断面形はやや深く残って

いるものを見ると,ほ とんどが逆台形状を呈している。坑底はほぼ平坦かやや凹む浅い皿状を呈

している。まとめると,平面形は隅丸長方形状に,断面形は逆台形状に,坑底はほぼ平坦に掘っ

た土坑である。その内側へ粘上を10～20cm程坑底や壁に沿ってしっかりと貼り付けているもので

ある。́
|1遺
物は,表 8の備考欄にあるとおり,内耳土器片を出上した土坑が 3基,陶器片を出上したも

のが 2基,石 (礫)を出上したものが 4基である。遺物から土坑の時期を特定するとすれば,内

耳土器片の使われた14世紀末頃であろうかと思われる。なお,こ の上坑の性格は,宿台地の全体

に散らばって所在していることから墓墳的なものではないと思われる。また,逆台形状に掘って

いて,上部が開いて下部の方に負荷が少なくなるような思慮が働いていたものと思われる。すな

わち, この上坑内は空洞ではなく液体等が貯蔵されていたものと思われる。この液体と内耳土器

片の関係は,内耳土器に液体を入れるか,内耳土器を洗浄する等に係って破損したものと考える

のは軽率であろうか。なお,こ れらの上坑内外を精査したが上部構造物が存在した様子はなかっ

た。
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似)底面に壁溝のある土坑 (第381・ 382・ 383図 )

坑底の壁際に溝をもつ,いわゆる壁溝のある土坑を12基検出した。これらの平面形は,第91号

土坑が方形状を呈するものの,他の11基はその大小はあるがいずれも長方形を呈している。壁は

いずれもほぼ垂直に近い状態である。深さは17～ 65cmである。坑底もほぼ平坦で,やや締まりを

帯びている。坑底と壁の間にはU字状をした壁溝が全周している。この溝は排水溝的な役割を担っ

ていたのではないだろうか。覆土は,いずれも多量のローム粒子 。ロームブロックを含む褐色土

系の埋土を主体とし,一部に暗褐色土が混じっていて締まりは弱く,人為的に埋戻している様子

がうかがえる。これらの時期を決定できる遺物の出土はなかったが,住居跡や古墳を切って掘つ

ており,切り合い関係等から考察して古墳時代よりは新しいものである。

性格を考えれば,深さや面積から考えて墓墳的なものではなく,竪穴式の住居の一部, もしく

は作業場的なものと仮定した場合,坑底には住居跡のようなかたさがなかった。また,第44号土

坑は才ノ谷上■0番地に,第91号土坑は宿580番地に,第99。 100・ 107・ 108・ 111・ 121号土坑は宿

596番地に,第 141～ 143号土坑は宿597番地に,第178号土坑は宿644番地に有つて,いずれも表土

除去する以前の農道の近くに位置しており,近 。現代に掘られた土坑と考えられる。なお,上部

構造物については,土坑内・外に柱穴跡等は検出できずに不明である。

2溝                ′

溝は,宿ニノ谷の西側台地から大部分が検出された。清の方向や深さ,長さ,ま た,調査区外

へ延びているものなど様々である。そこで,本項では地境に視点を当てて検討してみた。

住居・都市整備公団による「龍ケ岡地区街区確定現況地番調整重ね図」と調査した溝について

地境等を重ね合せて検討すると,地境や道路界,傾斜部と崖等の間に掘られたと思われる溝が多

ヤゝ。

この溝が先行して「地番調整図」なるものが作られたのか,ま たはその逆なのか,個々の溝 と

図面を検討して行くと疑間になるものがある。第398図 は溝と地境の関係図である。この図から言

えることは,畑 と畑の境界溝は第 3・ 4・ 6・ 7・ 8・ 18・ 25・ 26号清,畑 と道路境溝は第 9・

12・ 14・ 23・ 24号溝,その他,篠等の侵入を防ぐために畑境に掘ったと思われる根切り溝は第 2・

5・ 21・ 28号溝等である。

以上の事から,その性格が不明なものもあるが,多 くの溝は境界に係っているものが多いとい

える。
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終章 む す び
昭和61年 7月 に着手した長峰遺跡 (45,473m2)の 発掘調査は,住居跡 (竪穴遺構を含む)124軒 ,

古墳35基,堀 7条を含む多数の遺構・遺物を検出し, 1年 9カ 月を費して昭和63年 3月末日に終

了した。本書は,その調査結果をまとめたものである。

この調査を通して,長峰遺跡は縄文時代から中世にかけての長期間にわたり,連続的あるいは

断続的に生活が営まれた複合遺跡であることが明らかになった。弥生時代・古墳時代の集落につ

いては,本報告書で述べたように,遺跡のほぼ中央部に北から大きく入る宿ニノ谷を挟んだ台地

の東側・西側に分布しており,検出された住居跡についても各時期ごとに特色ある形態を示して

いる。弥生時代の住居跡の検出は, この時期から当地域に人々が移り住み生活が営まれたことを

実証するものであり,51軒 もの住居跡が検出されたのは県内においても希少なものである。

古墳時代については,前期において住居跡の数が急増するのに対し,中期には減少の傾向がみ

られ,ついに後期に至っては集落形成がなされなくなる。これらの住居跡は,各時期の集落を研

究するにあたり,貴重な資料になるものと思われる。後期になると,当遺跡内には古墳が築造さ

れるようになり,従来の生活の場から一変し,墓域 としての性格をもつ聖域として活用されたも

のと考えられる。しかし,当遺跡内には古墳築造の時期に比定される集落が検出されていないこ

とから,周辺地域にこれらと関わりをもつ集団の存在を考えなければならず,他に事例を求めつ

つ今後解明を進めていかなければならない事項と思われる。

中世の城郭遺構として検出された 7条の堀は,長峰城跡として従来考えられていた城域の範囲

がさらに西側に広がることを明らかにしたものである。しかし,当城については確実な資料はな

く築城者や存続期間等について不明確な点が多いが,現在,竜ケ崎市内に残されている他の中世

城郭との比較・検討を進める中で検討を図っていきたいと考えている。

遺物としては,弥生式上器・土師器・埴輪等を主に,土師質土器 。内耳土器・陶器・土製品・

石製品・金属製品が多量に検出された。

長峰遺跡の整理を担当し,幾らかでも当遺跡の解明に努めたいと微力を尽 くしてきたが,遺跡

のもつ情報量に圧倒され,土器の分類も大まかなものとなり,検討の余地が多く残る不十分な結

果になってしまった。今後,引 き続き資料の分析 。検討を行い,長峰遺跡とその周辺一帯の解明

がより進展するよう努力していきたい。

最後に,本報告書をまとめるにあたり,竜ケ崎市教育委員会をはじめ,関係各位の御指導・御

協力に対し,文末ではあるが深く感謝の意を表す次第である。
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第18号住居跡

遣物出土状況



PL1 3

第18号住居跡

第19号住居跡

遺物出土状況

第19号住居跡



PL14

第20号住居跡

第21号住居跡

第22号住居跡



PL1 5

第23号住居跡

第24号住居 Ltl

遺物出土状況

第24号住居 DTI



PL1 6

擦

■ギ

第25号住居跡

第26号住居跡

|々 |■
―
|

||'II. 第27号住居跡



PL1 7

第28号住居 LII

第29号住居跡

第30号住居跡

遺物出土状況



PL1 8

第30号住居跡

第31号住居跡

遺物出土状況

第32号住居 LTl



PL1 9

第33号住居眈

遺物出土状況

第33号住居跡 ′

第34号住居跡

遺物出土状況



PL20

第35号住居跡

遣物出土状況

第35号住居 LII

第36号住居 LII

遣物出土状況



PL21

第38号住居 Ltl

第37号住居跡

遺物出土状況

第37号住居跡



PL22

第38号住居跡

第39号住居 btl

遺物出土状況

第39号住居跡



PL23

第40号住居跡

遣物出土状況

第40号住居跡

遺物出土状況

第40号住居 Lli



PL24

第41号住居跡

第42号住居跡

遣物出土状況

第42号住居跡

遺物出土状況



PL25

第42号住居跡

第43号住居 LIt

遺物出土状況

第43号住居跡



PL26

第44号住居跡

第45号住居跡

遺物出土状況

第45号住居 Lti

遺物出土状況



第45号住居跡

第46号住居跡

遺物出上状況

第46号住居跡

遣物出土状況



PL28

第46号住居跡

遺物出土状況

第46号住居跡

第47号住居跡



PL29

一．， 一一一一肝一一韓

第48号住居跡

遺物出土状況

第48号住居謝

第49号住居 Ltl

遺物出土状況



PL30

||,

11伊

第49号住居跡

第50号住居跡

第51号住居跡

遺物出上状況

難

:罐



第51号住居跡

遺物出土状況

第51号住居跡

第 52号住居跡



PL32

第53号住居 Ltl

第54号住居 Ltl

第55号住居Ltl



PL33

第58号住居跡

遺物出土状況

第58号住居跡

遺物出土状況

第56号住居跡



PL34

第58号住居跡

遺物出土状況

第開号住居跡

第開号住居跡

遣物出土状況



PL35

第59号住居跡

第81号住居Ltl

第62号住居跡



PL36

第63号住居跡

第64号住居 Lti

第65号住居跡



PL37

第66号住居跡

第67号住居跡

第68号住居跡

遺物出土状況



隷 ４一一一，，
議

隷

第88号住居跡

第69号住居跡

遣物出土状況

第69号住居跡



PL39

第70号住居麒

第71号住居跡

遺物出土状況

第71号住居跡



PL40

第72号住居 LTI

遺物出土状況

第72号住居跡

第73号住居跡

遺物出土状況



PL41

第73号住居跡

第74号住居跡

第75号住居跡

遺物出土状況



PL42

第75号住居 LTl

第76号住居跡

遺物出土状況

第76号住居跡

遺物出上状況



PL43

第76号住居跡

第77号住居跡

貯蔵穴内遺物出土状況

第77号住居跡



PL44

第78号住居跡

第79号住居跡

第80号住居跡

遺物出土状況



第80号住居跡

第81号住居跡

第82号住居跡

遺物出土状況



PL46

第82号住居跡

第83号住居跡

第84号住居跡



PL47

第85号住居跡

遺物出土状況

第85号住居跡

遣物出土状況

第85号住居跡

遺物出土状況



第85号住居跡

遺物出土状況

第86号住居跡

遺物出土状況 (炭化材 )

第86号住居跡



PL49

第88号住居跡

遺物出土状況

第88号住居跡

第90号住居跡



PL50

ｉ虚 離
麹
攀

第90号住居跡

遺物出土状況

第90号住居跡

第91号住居跡

遺物出土状況



PL51

第91号住居跡

遺物出土状況(炭化材 )

第91号住居跡

第92号住居跡

遺物出土状況

彎球義



PL52

第92号住居跡

第93号住居 FTl

第94号住居跡



第95号住居跡

貯蔵穴内遺物出土状況

第95号住居跡

第96号住居跡



PL54

第97号住居跡

炉内遣物出土状況

第97号住居跡

第98号住居跡



PL55

第99号住居跡

第100号住居跡

遺物出土状況

第100号住居跡

ピット内遺物出土状況



第100号住居跡

第101号住居跡

遺物出上状況

第101号住居跡



PL57

第102号住居跡

遺物出土状況

第102号住居跡

遺物出土状況

第102号住居跡



第 103・ 125号住居跡

第104号住居跡

遺物出上状況

第104号住居跡



第105号住居跡

貯蔵穴内遣物出土状況

第105号住居跡

貯蔵穴内遺物出土状況

第105号住居跡



第108号住居跡

第107号住居跡

第108号住居 LTI

遺物出土状況 (炭化材 )



PL61

第108号住居跡

第110号住居 Ltl

第111号住居詠

遣物出土状況



PL62

鞠 〕ξl換

第111号住居Ltl

遺物出土状況

第111号住居跡

第112号住居跡

貯蔵穴内遺物出土状況

Ⅷ



PL63

第112号住居跡

第113号住居跡

遣物出土状況

第113号住居跡



PL64

観 :窮

第114号住居跡

遺物出土状況

第114号住居跡

遺物出上状況

=■

|―
lirFit■

'

ユI艤■■|■
試静1群|

第114号住居跡



PL65

第115号住居跡

第116号住居跡

遺物出土状況

第116号住居跡

遺物出土状況



PL66

第116号住居跡

遣物出土状況

第116号住居跡

第117号住居跡



PL67

第118号住居跡

遺物出上状況

第118号住居跡

第119号住居跡

遺物出土状況



PL68

第119号住居跡

第120号住居跡

遺物出土状況

第120号住居跡



PL69

第121号住居 LIt

第122号住居跡

遺物出土状況

第122号住居 Ltt

遺物出土状況



PL70

第122号住居跡

遺物出土状況

第122号住居跡

遺物出土状況

第122号住居跡



PL71

第123号住居跡

遺物出土状況

第123号住居跡

遺物出土状況

第123号住居跡

遺物出上状況



PL72

第123号住居跡

遺物出土状況

第123号住居跡

第124号住居跡

遺物出土状況



PL73

第124号住居跡

遺物出土状況

第124号住居跡

遺物出土状況

第124号住居跡



PL74

1義感狩

辮

第 1号古墳

第 1号古墳

第 1号古墳



PL75

第 1号古墳

遣物出土状況

第 1号古墳

遺物出土状況

第 1号古墳

遣物出土状況



PL76

第 2号古墳

第 2号古墳

第 2号古墳



第 2号古墳

第 2号古墳

第 2号古墳



第 3号古墳

第 3号古墳

第 3号古墳



PL79

第 3号古墳

第 3号古墳

遣物出土状況

第 3号古墳

遣物出土状況



PL80

第 3号古墳

遺物出土状況

第 3号古墳

遺物出土状況

第 3号古墳

遺物出土状況



第 3号古墳

遣物出土状況

第 4号古墳

第 5号古墳

遺物出土状況



PL82
,… ……      =~

i       I

工ⅢⅢ

第 6号古墳

第 7号古墳

籍義

第 8号古墳



第 8号古墳

第 9号古墳

第 10号古墳



第 12号古墳

遺物出土状況

第12号古墳

第13号古墳



PL85

第11号古墳

第12号古墳

遺物出土状況

第12号古墳

遺物出土状況
♭鶉

攣 欝撃 t翼密          筆



第14・ 16号古墳

第 15号古墳

第17号古墳



PL87

第17号古墳

第17号古墳

第17号古墳



第17号古墳

第17号古墳

第17号古墳

遺物出土状況



PL89

第 17号古墳

遺物出土状況

第18号古墳

継 印

第19号古墳



PL90

第20号古墳

第21号古墳

第?2号古墳



PL91

第23号古墳

第24号古墳

第25号古墳



第25号古墳

埋葬施設

第25号古墳

埋葬施設

第25号古墳

埋葬施設



第26号古墳

第27号古墳

第27号古墳

第 1埋葬施設



PL94

,■,魂

,1麟1'

::1華登こ蔓霞静善盛言曇1電

急i.蔭
第27号古墳

第 2埋葬施設

第27号古墳



壌達途攘it鑢警魯業lli錢孝ぽ宦

第28号古墳

第29号古墳

第29号古墳

埋葬施設

誠れ， 一一雄

耕
一
鞠
れ
城
一建



PL96

第29号古墳

埋葬施設

第29号古墳

埋葬施設

第29号古墳

埋葬施設



PL97

第30号古墳

第31号古墳

第32号古墳



PL98

第33号古墳

遺物出土状況

第33号古墳

遺物出土状況

第33号古墳

遺物出土状況



第33号古墳

遺物出土状況

第33号古墳

遺物出土状況

第33号古墳



PL1 00

第33号古墳

遺物出土状況

第35号古墳

第36号古墳



PL1 01

第 2号土坑 第 3号土坑

第 4号土坑

●|■■
il.|■―

， 、

■|IⅢ

第 9号土坑

第 5号土坑

第11号土坑

第 12号土坑 第14号上坑



PL102

第16号土坑 第17号土坑

第24・ 32号土坑

第25号土坑

第25号土坑遺物出土状況

一
鶴
埼
鶉
環
輻
曖
纏
鶴
鰻
蔭

第28・ 29。 38号土坑



第34・ 35・ 38号土坑

第41号土坑

第42号上坑

ri・ ,デ

‐嬢婚ケ:  |

第44号土坑

第46・ 47・ 48・ 49号上坑



PL1 04

第 56号土坑 第60号土坑

第65号土坑 第69号土坑

第70号土坑

第73号土坑 第74号土坑



第75号上坑

PL1 05

第76・ 77号上坑

第79号土坑

||■IⅢI

第 82号土坑

第85・ 開号土坑 第86号土坑



PL1 06

第87号土坑 第88号土坑

第89号土坑 第91号土坑

|lilll.―

ⅢⅢI 11
■
'I

I彿
―

第92号土坑

ⅢⅢI子層貿雑措 |

第93号土坑

第94号土坑 第95号土坑



第98号土坑

PL107

第97号 土坑

第100号土坑

第102号土坑

|||||||
第 104・ 105号 土坑

一一雑電一一一〓〔

≒
●

第107号土坑



第111号土坑

第119号土坑

第120号土坑 第 121・ 122・ 123号土坑



第 125・ 126・ 127号土坑

第129号上坑

第131号土坑 第133号土坑 (第 2号地下式坑 )

1撃

■||ヽ |'・ ,

第133号土坑 (第 2号地下式坑 ) 第136号上坑



番露藤攘ⅢⅢⅢl欝

第 138号土坑 第139号土坑

第140号土坑 第141・ 142・ 143号土坑

第144号土坑 第145号土坑

第146号土坑 第147号土坑



第 148・ 149号 土坑

PLlll

第150号上坑

第153号土坑 第154号土坑

第155号土坑 第158号土坑

第157号土坑 第158号土坑



PLl1 2

第162号土坑

第164号土坑第163号土坑

鷲|■|― ●III
―  ■FIIli■

―

第186号土坑

第169号上坑 第171号土坑



PLl13

第175号上坑

第176号土坑

第180号土坑

第177号上坑

一一
一一
≡卜，

第179号土坑

第185号土坑



PLl14

第 6号土坑 第 6号土坑

第 13号土坑 第13号上坑遺物出土状況

第21号上坑 第72号土坑

第84号土坑 第109号土坑



第110号 土坑

PLl1 5

第114号土坑

第115号土坑 第124号土坑

第151号土坑

第151号土坑 第187号上坑



PLl1 6

第167号土坑 第188号土坑

第168号土坑 第170号土坑

第182号土坑第174号土坑

第183号土坑 第183号土坑



PLl17

第11号溝

第17号溝

第14号溝



第19・ 20号溝

第25・ 26号溝



PLl19

第29号溝

第34号溝



Oごl¬」



PL1 21

第 1号堀

第 1号堀

第 1号堀



PL122

第 2号堀

第 2号堀 (上橋 。本橋跡 )

第 2号堀 (土橋 。木橋鯨 )



PL1 23

第 2号堀

第 2号堀 (陥穴 )

第 2号堀 (陥穴 。段差 )



PL124

第 2号堀

第 2号堀

第 2号堀



PL1 25

4ヽ |

:撒轟
璽
甘Ⅲ

織iず

輯第 3号堀

第 3号堀

第 3号堀



PL1 26

第 4号堀

第 4号堀

第 5号堀



PL127

第 3・ 4・ 5号堀

第 5号堀

第 G号堀



PL1 28

第 7号堀

第 7号堀

長峰城跡周辺



PL129

第 1号塚

第 1号塚

第 1号塚



PL1 30

第 2号塚

:町●■お|

ri「ャr
―
 ヽ 1蕉

:ヽ言II'III: |

轟
渡tす靴 1持 第 2号塚

態 第 1号塚掘立柱建物跡



PL1 31

S14-1

∝

S125-1

Si 37-1
Si 30-1

Si 40-1

出土土器 (1)

Si37-3

S141-1
S=%5

Si 41-2



PL132

St 43-2

S158-1

S170-2

SIフO-1

出土土器 (2)

S165-1 S162-1

S=%5



PL133

S173-6

S173-3

綾
Ｓ‐７６．２ 悦

S176-5

S=%s
S176-1

出上土器 (3)

S173-1



PL134

SII 02-4

SII 02-3

S1102-1

S1113-2S1113-1

出土土器 (4) S=%s



S1113-3

S1116-3

S1119-6

出土土器 (5)

‰
Sll 13-4

S1116-2

S1119-2

S1119-5

PL135

S1119-4

Sl1 20-2

S=%5



PL1 36

S113-4

S112-2

S119-5

S113=2

S'14-3

S116-3

S=1/46

S112-1

Si1 4-1

S115-1

S116-2

S115セ

Si1 5-4

出土土器 (6)



S117-1

S121-1

S127-1

出土土器 (7)

S118-1

S119-1

Sl 1 9-2

S124-2

PL137

S122-1

S128-1 S128-2

S=1/45



PL1 38

は
Ｓ‐２８．８鴛
”

S191-2

Si 31-7

Si 32-2

Si 31-6

Si 31-3

Si 31-3

Si 3 1-4

Si 31-10

Si 33-2

S133-1

出土土器 (8)



Si 45-6

出土土器 (9)

Si 42-2

PL1 39

Si 36-3

Si 39-1

Si 39-2

Si 39-3

Si 42-4

Si 42-3 S142-5

Si 45-1

S145-2

S145-3Si 45-7

S=%5



Ｓｉ４５．‐７　　ｍⅧⅧⅧ悦に　中

PL140

S146-1

S147-1

Si 48-1

S143-7

S=%5

S146-4

II■ ||

オ|||||

盈|
|ヽi

離||
I上 |

||||

Si 48-2

S148-5 Si 48-6

出土土器 10



PL141

Si 48-14

S149-7

S150-2

S149-3

Si 49-5

S148-19S148-8

Si 49-4

Si 49-9

Si 51-9

S=%s

S150-3
Si SO-1

出土土器 9,



PL142

Si 51-6 那欝

Si 51-10

出土土器 90

S151-12
S=%s

Si 51-1

S151-7
S151-8 SI Sl-9

Si 51-11



Si 56-3

PL143

▼
】S151-14

Si 56-2

Si 56-6

出土土器 00

Si 51-15

S156-1

Si 56-フ

S=1/45



PL144

S169-1 S169-2

S171-1

SIフ 2-1

S175-2

出土土器 00

S175-1

S75-3

S=%`



PL145

Si 77-2

S132-1

S185-2

S185-1

S185-5
S185-4

ST 3-1

出土土器 90

S178-1 SI S2-2

S182-4

S186-1

ST 3-2



PL146

ST 3-3

ST 3-7

S190-2

出土土器 10

S191-2 S191-3
S=/6



S1100-2

PL1 47

S191-4

S191-6

S=%s
Sll OO-3

出土土器 9'



PL148

Sl1 05-4

S1100-4

S1100-9

Sll OO-19

SII OO-8

SII 03-3

S1105-2

Sl1 05-5

出土土器 10

S1111-5

S=%5



Sil12-2

PL149

‰
S1112-3

Stl 18-1

S1117-2

S1122-4

出上土器 10

S1111-6

S1111-9

S1114-4

s1118-2

S1122-1

S1123-2 S1123-3
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